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　九十五点の英語の答案用紙を机の上に広げる。それは今日、学校で返却された定期テストだった。

「ね、伊吹いぶきくん、がんばったご褒美がほしいな」

「ご褒美？」

　伊吹は机に片方の肘を突き、手の甲に顎を乗せて瑠璃るりを見る。

「たとえばどんな？」

「……なんでもいい？」

　瞳の奥を探りつつ恐る恐る質問する。ご褒美に限度があるのは想定内だ。

「なんでもってわけにはいかないな。俺にできる範囲でなら」

　彼の返答を聞き、意を決す。

「それじゃ……キス。……キスしてくれる？」

　伊吹の目が大きく見開かれる。まさかそんなおねだりをするとは思っていなかったのだろう。

　もしもダメなら、それでもいい。でも万にひとつでも、してもらえる可能性があるのなら……。

　わずかな期待を込めて彼を見つめた。

「高校生のくせに生意気だな」

　呆れるように言って瑠璃の額を指先で弾いておきながら、ゆっくり顔を近づけてくる。

　瑠璃が瞼を閉じた瞬間、唇がふわりと重なった。
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　東京ミッドタウンやレインボーブリッジが臨めるホテルのバーで、藤島ふじしま瑠璃はスマートフォンに届いたメッセージを読んで呟いた。

「ドタキャンかぁ……」

　深いため息をつきながら脚の長い椅子の背もたれに体を預ける。それは約束していた友人から届いた、残業で会えなくなったという連絡だった。

（でも仕方ないよね、仕事だもん）

　友人の前野まえの君香きみかは大手の出版社勤め。担当している雑誌の記事が差し替えになり、今夜は徹夜になるという。

　忙しい業界に勤務しているため、ドタキャンはこれまでにも何度かあった。あとで埋め合わせと称して人気パティスリーのスイーツをプレゼントしてくれるのが、彼女流のお詫びの証だ。

　しかし今夜は一カ月に一度のお泊り会だったため、いつも以上に残念なのは否めない。休みを明日に控えた金曜の夜、高級ホテルの高層階にあるバーラウンジで飲んだあと、君香のアパートで朝まで語り尽くす予定だったのだ。

　でも、ここで落ち込んでいてもはじまらない。

（せっかく来たんだし、ちょっと飲んでから帰ろうっと）

　二十五歳にしてホテルのバーは初めて。大人びた雰囲気に気後れしないように、いつもよりちょっとおしゃれしてきた。

　ざっくりとしたウールニットに合わせたやわらかな色味のプリーツスカートは、腰巻き風のデザインがアクセントになっており、ショップの店員に『とてもよくお似合いです』と絶賛された一着だ。

　バーテンダーに注文を済ませ、窓に沿って配置されたカウンターの向こうに広がる夜景をしばし堪能する。眼下に広がる夜景の大パノラマは壮観だ。

「お待たせいたしました」

　目の前に運ばれてきたカンパリオレンジは、鮮やかな色合いが美しい。

「カクテル言葉は〝初恋〟です」

「……はい？」

　唐突に言われたため、目をまたたかせて聞き返す。

「そのカクテルの意味です」

「あ、そうなんですね」

　どうやらこのバーは、カクテル言葉を教えてくれるらしい。好んで飲むカンパリオレンジにそんな意味があるとは初耳だ。

　優しげな微笑みを残して去るスタッフに軽く頭を下げ、早速グラスを手に取り口をつける。

「初恋か……」

　ほろ苦く甘酸っぱい味わいが、不意に遠い昔の記憶を呼び覚ます。

　胸元まである栗色の髪を耳にかけ、夜景に目を向けながらゆっくり時間を巻き戻していく。

　初恋は高校二年生のときだった。

　相手は五歳年上の大学生。日本で最高峰と言われる大学に通う彼は、瑠璃の家庭教師だった。

　手足が長くスラッとした高身長で甘いマスク。王子様を絵に描いたような容姿をしており、モテるだろうと容易に想像がついた。しかも、おおらかで人当たりがよく、文句のつけどころのない男だった。

　ちょうど年上に憧れる年頃の瑠璃が彼を好きになるのに、それほど時間がかからなかったのは言うまでもない。彼の来る日が楽しみで仕方がなく、覚えたてのメイクで精いっぱいかわいくして出迎えた。

　リスやウサギのようだと言われる童顔を少しでも大人っぽく見せるためにはどうしたらいいか、日々頭を悩ませたものだ。

　なにしろ当時の五歳差は大きい。大学四年生の彼にすれば、高校生はお子様も同然。告白したところで撃沈するのは目に見えていたため、内緒の片想いだった。

　でもたぶん、瑠璃の好意は彼に駄々漏れだっただろう。たった一度だけ、テストの点数が良かったご褒美にキスをねだったことがある。

　それなのにふたりの関係は家庭教師と生徒から一ミリも変化しなかった。つまり瑠璃の完全なる一方通行の恋。切ない片想いだった。

　その後、彼は大学を卒業して仕事で海外へ。それっきりだ。

（初恋なんて、そんなものだよね。報われなくてあたり前）

　頭でわかっていても、行き場を失った想いは瑠璃の心の奥底でずっとくすぶり続けている。初めて好きになった彼以上の人に、未だかつて出会えていないのが最も大きな原因だろう。

（いい加減、新しい恋をしなくちゃね。七年も前の初恋にいつまでも縛られていたら、恋愛しないままおばあちゃんになっちゃう）

　グラスを軽く回しながら、なんとはなしに視線を夜景からカウンターに移した。

　椅子を三つほど空けて座る男性が、同じタイミングで瑠璃を見る。瞬間、鼓動がトクンと高鳴った。

（……あれ？）

　見覚えのある顔だ。いや、見覚えがあるどころの話ではない。

（嘘……）

　その男性を凝視する。信じがたい展開が瑠璃の身に起こった。

「伊吹くん、だよね……？　私のことわかる？　瑠璃だよ、藤島瑠璃。忘れちゃった？」

　声が上ずり、気持ちが急せく。

　なんと瑠璃の初恋の相手、鷲見わしみ伊吹だった。

　たった今、懐かしんでいた当人の登場に驚きを隠せない。

「……え？　瑠璃？　――瑠璃か！」

　最初こそぽかんとしていた彼がハッとしたように目を見開く。カクテルグラスを片手に、優雅な足取りで瑠璃の隣の席へ移動してきた。

　体にフィットしたダークグレーのスーツはしつらえたようによく似合っていて、いかにも仕事のできるエリート風だ。

（信じられない……。こんなことってある？）

　初恋の意味をもつカクテルが彼を呼び寄せたのだろうか。あまりにもびっくりし過ぎて心臓は早鐘を打ったままだ。

「思い出してくれた？」

「思い出すもなにも、よく覚えてる」

　伊吹は懐かしそうに目を細めた。

　ずっと忘れずにいてくれたの？　と、つい自分に都合よく解釈する。

　涼しげな眼差しは当時のまま。七年の歳月が、彼をよりいっそう魅力的な男性にしていた。心が躍って仕方がない。

「いつ日本に帰ってきたの？」

「一年くらい前」

「そうだったんだ」

　連絡をくれればよかったのにと言いそうになって引っ込める。彼は現在の瑠璃の連絡先を知らないから無理な話だ。

「……瑠璃、綺麗になったな」

「や、やだな。恥ずかしいからやめて」

　瑠璃をまじまじと見る伊吹の視線がくすぐったい。そもそも彼に〝綺麗〟なんて言われたのは初めてだ。

「そ、それに私は昔から綺麗だもん」

　恥ずかしさから、思ってもいないのについ言い返す。〝ありがとう〟とスマートに返せば、少しは大人の女性っぽく見えただろうに。天邪鬼なのは高校生のときから変わらない。

（全然素直じゃないんだから）

　せっかく奇跡的な再会を果たしたのに、これでは高校生のときと同じだ。

「自分で言ってりゃ世話ないな」

　伊吹はふっと鼻を鳴らして笑い、瑠璃の額をツンと弾いた。

（昔もよくそうされたっけ……）

　懐かしさと当時の想いが蘇り、胸の奥がきゅうっと締めつけられる。

「瑠璃はここへはひとりで？」

「うん。友達と約束してたんだけど、急に来られなくなって。伊吹くんは？」

　彼の肩の向こうを見たが、連れらしき姿はない。

「俺も同じく」

　伊吹は人差し指を一本だけ立てた。

　彼によると、たまたま夕方までこのホテルのティーラウンジで仕事の打ち合わせをしていたそうで、お酒を飲みたくなりここまで来たと言う。

　なんかちょっと運命的。

　そう思うくらいに瑠璃は浮かれていた。

　だって仕方がない。〝初恋〟のカクテルを飲んで蘇った思い出の中の彼が、いきなり目の前に現れたのだから。――それも七年もの時を経て。

　時空が歪み、彼がいきなり現れたような感覚だ。

「伊吹くんはなんていうカクテル飲んでるの？　カクテルの意味、教えてもらった？」

「これはジンライム。〝色褪せぬ恋〟らしい」

「素敵な意味だね」

〝初恋〟に〝色褪せぬ恋〟

　まさに今の瑠璃の心を映しているような言葉だ。七年経とうが、瑠璃の中で伊吹は過去の人間ではないのだと思い知る。

　ただ心の奥底に身をひそめていただけ。その存在はしっかりそこにあったのだ。

　異常なほどの胸の高鳴りもそれを証明している。今にも心臓が口から飛び出すのではないかと気が気でない。

「瑠璃のは？」

「私のは……初恋」

　思わず目が泳いだ。

「へえ。で、瑠璃の初恋は？」

「い、いきなりなに」

「なにって話の流れからいくと、聞くのが礼儀だろう？」

「そんな作法は知りません。もったいないから伊吹くんには内緒」

　本人を前にして言えるはずもない。

　とっくにカタがついた恋ならまだしも、未だにずるずると引きずっているのだから。白状したあとの伊吹の反応が怖い。

「もったいないってなんだよ。終わった恋は人に話して、初めて昇華するものだ」

「私の初恋はいいの。そういう伊吹くんこそどうなの？」

　質問に質問で返す。

　瑠璃の場合で言ったら〝昇華〟イコール〝失恋〟。いっそ潔くそうするのがいいのはわかっているが、急に訪れた機会のため心の準備ができていない。

「俺？　俺は幼稚園のとき。みんなに大人気の先生だった」

「おませさんだなぁ」

「そうか？　普通だよ。友達もみんな好きだったし」

　きっとかわいらしい先生だったのだろう。

「でも俺が年長のときに結婚して失恋」

「伊吹くんでも振り向かせられなかったかぁ」

　冗談めかして笑う。もちろん幼稚園生に無理なことは重々承知のうえだ。

「まぁ初恋なんてそんなもんだろ」

「そう、だよね。初恋は実らないってよく言うしね」

　そう言った本人が悲しくなってどうするのか。伊吹に調子を合わせたものの、胸がちくんと痛んだ。






　時間の経過の速さを感じたのは久しぶりかもしれない。気づけば五時間も経過していた。

　ピザや砂肝のスモークなど、おつまみを食べつつ揃ってカクテルを二杯ずつおかわりし、瑠璃は伊吹とバーをあとにした。

「ごちそうさまでした」

　下降するエレベーターの中で頭を下げる。伊吹にすっかりごちそうになってしまった。

　思いがけない再会で話が弾み、とても楽しい時間だった。

　伊吹が軽く右手を上げて返す。

「タクシーで送っていくよ。家どこ？　ひとり暮らししてるんだろう？」

「送ってくれなくても平気だよ。ここから遠いし」

　手をひらひら振り、首まで横に振って遠慮する。

「遠いって、こっちでひとり暮らしじゃないのか？」

　目を見開く伊吹に「今も実家暮らしなの」と答えた。

　彼が驚くのも無理はない。瑠璃の実家は東京の外れにあり、電車に費やす時間だけでも一時間ちょっとかかる。そのうえ自宅から駅まで徒歩で十五分のため、往復の通勤時間だけで三時間近く要してしまうのだ。

「じつは今夜、友達のアパートに泊まる予定だったんだけどね」

「ああ、それでその荷物か」

　伊吹は瑠璃が提げている大きめのバッグを見て頷いた。

「それなら俺のマンションに来るか？」

「ええっ!?　そんなのダメだよ！」

　とんでもない提案にびっくりして出た大きな声が、エレベーター内に反響する。

「なんで」

「だって……」

　家庭教師をしてもらっていたときでさえ、彼の部屋を訪問したことはない。

「昔のよしみだ。部屋ならあるし、泊めてやるよ。今からだと終電ギリギリだぞ」

「だけど……！」

　伊吹にとって瑠璃は、当時と変わらず生徒のようなもの。下心がないのはわかっているが、部屋に誘われれば躊躇するのも無理はないだろう。

　瑠璃の動揺を知らないエレベーターが音を立てて止まる。さあ、お行きなさいと言わんばかりに扉が開いた。

「ほら、行こう」

　伊吹に背中を押されて足を出す。

「でもでも」

「俺のマンションなら、ここからそう遠くない。アルコールが入ってるから電車で眠りこけて、そのまま車庫行きになるぞ」

　伊吹の脅しにギクッとする。じつはそれに近い経験なら過去に一度だけある。

　車庫には入らずに済んだが、終点から折り返す電車はなかった。迎えに来てくれた父親に大いに呆れられたものだ。

　名誉のために断っておくが、決して酔っぱらったせいではない。社会人になりたてで、慣れない仕事と長い通勤時間でクタクタになったせいである。

「……すみません、お世話になります」

「素直でよろしい」

　伊吹はニコッと笑い、瑠璃が下げた頭をポンと撫でた。

　ここで意地を張って電車に乗ったとして、伊吹の言う通りになったら笑い事では済まない。厚意に甘えることにした。

　――のはいいが。

　そうと決めた途端、心臓はずっと小走り状態。タクシーの中での会話もままならないほど緊張していた。

　十分ほど走っただろうか。あっという間に到着したのは、見るからにハイグレードの低層マンションだった。

　スポットライトを当てられて夜空に浮かび上がる建物は、重厚感が半端ではない。しなやかに弧を描くファサードは華美にゴージャスというわけではなく、エレガントな雰囲気が漂う。

　ホテルのようなエントランスロビーにはコンシェルジュがふたりもおり、「鷲見様、おかえりなさいませ」と丁寧に頭を下げた。

　彼らに「ただいま」とスマートに返す伊吹の隣で、オドオドしながら会釈する瑠璃は不審者のよう。そんな彼女を見て伊吹がクスクス笑う。

「もうっ、なんで笑うの？」

「挙動不審過ぎる瑠璃が悪い。俺がコンシェルジュだったら〝失礼ですが、こちらにはどのようなご用件で？〟と呼び止めたね」

「ひどい……」

　むぅと唇を引き結ぶ瑠璃に構わず、三ケ所のセキュリティを抜ける。エレベーターで三階まで連れられ、ダークグレーの大理石のフロアにヒールの音を響かせて歩いた先に、彼の部屋はあった。

「入って」

　開けられたドアを抜けて足を踏み入れる。瞬間、瑠璃を出迎えたのは二層吹き抜けのホールだった。

　光の演出を施した御影石の壁があしらわれ、この先に広がる空間を否応にも期待させる。

　伊吹は、「わぁ」と感嘆のため息を漏らす瑠璃をさらに中へ誘った。

　直線上に配置されたリビングとダイニングキッチンは建物のカーブに沿ったカウンターが空間を繋ぎ、伸びやかさを強調している。

　アースカラーで落ち着いた雰囲気のリビングは、特徴的な下がり天井が個性的だ。

「伊吹くん、すごすぎるんだけど……」

　呆けたように口を半開きにして部屋を見渡す。まるでモデルルームのように生活感がまるでない。

「そんな間抜けな顔して突っ立ってないで座ったらどうだ」

　伊吹はくくっと笑って肩を揺らしながらジャケットを脱ぐ。ついでにネクタイまでシュルッと小気味のいい音を立てて引き抜いた。

「ま、間抜けなんてひどい」

　一連の動作に無駄がなく、ボタンをいくつか外した胸元に大人の男の色香を感じて目を逸らす。異議を申し立てた口ぶりに全然見合っていないのが情けない。

　遠慮なくベージュのコーナーソファに腰を下ろしたら、座り心地があまりにも良くて、再び「うわぁ」と子どもじみた声が漏れた。革独特の手触りもいい。

「なにか飲むか？　もう少し飲みなおそうか」

「うん、そうする！」

　伊吹との再会に、彼の部屋への初めての訪問。これがテンションを上げずにいられようか。

「なにがいい？」

「たいていのお酒は飲めるよ」

「へえ、すっかり大人になったもんだ。昔は甘いジュースばかりだったのに」

「高校生だったんだもん、あたり前でしょう？　もう二十五歳ですから」

　意地悪顔を向ける伊吹に、大人のアピールを声高にする。子ども扱いはしないでほしい。

「大きく出たな。それじゃワインにするか」

　伊吹はリビングの片隅にあるワインセラーからボトルを一本取り出し、キッチンからグラスを持ってきた。

　瑠璃の隣に座り、慣れた手つきでコルクを抜くとポンと軽快な音がした。

　グラスに注がれたのは可憐なピンク色をしたロゼワイン。以前、ロゼはフランス語でバラ色という意味があると君香に教えられた。

　瑠璃の心は今まさにバラ色だ。

　伊吹にグラスを手渡され、お互いに軽く持ち上げて乾杯の仕草をする。早速口に含むと、フルーツのいきいきとした香りが鼻から抜けていった。

　すっきりした口当たりで酸味がとても爽やかだ。

「おいしい」

「瑠璃がワインをおいしく飲む年頃になったとはね」

　流し目で瑠璃を見つつ、感慨深げにしみじみ呟く。

「だから言ったでしょう？　私はもう大人なの」

「はいはい」

「ほんとにわかってる？」

　適当に流されたため、目を細めて軽く睨んだ。内心は彼の斜め四十五度から繰り出される、ちょっと意地悪で色気を含んだ眼差しにドキドキである。

「ところで伊吹くんって、今どんなお仕事してるの？」

　こんな部屋に住めるくらいだからエリートなのは間違いない。大きな商社勤めだろうか。それとも金融系だろうか。

「ＩＴ関係の仕事」

「ＩＴ？　システムエンジニア的な？」

「そうだな。ＡＩの開発をメインにしてる」

「ＡＩかぁ、時代の最先端を歩いているんだね」

　大学を卒業して海外に渡り、最新鋭の技術を学んできたのだろう。家庭教師のときから頭がいいのは知っていたが、仕事でも成功を収めているみたいだ。

「瑠璃は？」

「私は旅行代理店で働いてる」

「旅行代理店？」

「うん、『トリッパー』って聞いたことある？」

　国内では中堅クラスの旅行会社だが、広告をあまり打たないため伊吹は知らないかもしれない。

　彼の瞳が一瞬だけ揺らいだ。記憶のどこかでトリッパーを見つけたか。

「あそこで働いてるのか」

　どうやら知っているみたいだ。

「うん。航空券だけの取り扱いももちろんしてるから、出張で必要なときにはいつでもどうぞ」

　バッグを漁って名刺を取り出し、伊吹に手渡した。

　事務的な仕事が多く、誰かに名刺をあげる機会はあまりないため、なんだかちょっと誇らしい。

「へぇ、ＤＸ推進部か」

「うん。とはいっても私はエンジニアではないけど。伊吹くんの名刺もほしいな」

「悪いな、今ちょうど切らしてる」

「えー、残念」

　しゅんと肩を落とした。決して大袈裟ではなく、本当にがっかりだ。

「今度会ったらあげるよ」

「えっ、また会えるの!?」

　思わず目を輝かせてしまった。子どもっぽい反応だし、大喜びし過ぎたと反省しきりである。

「瑠璃が会いたいみたいだから」

「そ、そんなことないけど？　まぁ伊吹くんが会いたいなら会ってあげてもいいけどね」

　今度はどうしてそういうかわいげのない言い方になるのかと後悔する。両極端すぎて話にならない。

「もっと飲むか？」

　いつの間にかグラスは空になっていた。

「うん、ちょうだい。このワイン、飲みやすいね。すごくおいしいし」

「だろう？　お気に入りのひとつだ」

　伊吹がいつもこのワインを飲んでいるのかと思うと、彼に近づけたような気持ちになる。あくまでもそれは瑠璃の勝手な思い込みに過ぎず、実際に距離が縮まっているわけではないが。

　新たに注がれたワインを持ち上げて天井のライトにかざす。グラスと淡いピンク色に透けた光がキラキラと乱反射して綺麗だ。

「あ、ところで伊吹くん」

　ふと大事なことを思い出した。

「私を部屋に招き入れたりして平気なの？」

　いくら子ども同然に見ている対象だとしても、瑠璃が女なのは変わらない。

「恋人はいないのかって意味？」

　うんと頷く。聞きたいような聞きたくないような複雑な心境だが、確かめておきたい。

「残念ながらそういう女性はいない」

　伊吹の返答に密かに安堵する。彼女がいないからといって彼が瑠璃に振り向くかといったら別問題ではあるが、浮かれずにはいられない。

「瑠璃こそどうなんだ」

「私？　モテモテで困るんだけどいません」

　最初の部分はもちろん口からでまかせだ。でもちょっとくらい自分を良く見せても許されるだろう。

「へえ、モテモテねぇ」

「あ、信じてないでしょう」

「いいや、信じてる信じてる」

　ニヤニヤ笑う伊吹に抗議を込めた視線を送りながら、そういったやり取りも楽しくてついお酒が進む。再びグラスは空っぽに。

「おい、そんなに急ピッチで飲んで平気なのか？」

「うん。だって私もう大人だから」

　そのアピールはとても大事だ。

「大人はそういう発言を自分からしないものだ」

「そんな意地悪言わないで。はい、おかわりちょうだい」

　ぐいとグラスを突き出すと、伊吹は呆れつつも笑みを浮かべながらワインを注いだ。

（七年も経って伊吹くんに会えるなんて本当に信じられない……。しかもカッコよくなりすぎでしょ。昔もそうだったけど、輪をかけて素敵になってる。やっぱり私、まだ伊吹くんのこと好きなんだよね）

　会ったときから胸の高鳴りは止まらない。押し込めていた反動なのか、高校生のときよりも大きく膨れ上がった気がしていた。

　改めて彼への想いを認識して落ち着かず、ついワインに逃げる。お互いの近況を話しつつ、時計の針があっという間に回っていく。気づけば頭はぼんやりし、呂律も回らないほどになっていた。

「瑠璃、そろそろやめておけ」

「あともう少しらけ……おねが……」

　グラスを取り上げた伊吹と手が触れ合っただけで、体じゅうに電流が走ったようになる。押さえ込んでいた感情が急激に喉元まで上がってきた。

（どうしよう、伊吹くんがすごく好き）

　いきなりせり上がってきた想いを抑えきれない。制御が効かず、気持ちが急く。

　テーブルにグラスを置いた彼のワイシャツを掴んだ。

「……どうした？　気持ち悪いのか？」

　顔を覗き込んだ伊吹に向かって首を激しく横に振る。そのせいで視界がぐらりと揺れ、頭も朦朧とする。

（夢の中にいるみたい……。あぁ、もしかしたらこれは夢なのかも）

　ホテルのバーで初恋の意味を持つカクテルを飲んだきっかけで、夢の世界に迷い込んだのではないか。そうだ、そうに違いない。

　だって七年も前にアメリカに渡った伊吹とあんなところで再会なんて奇跡だし、彼のマンションに誘われる展開もありえない。そのうえ彼には恋人もいないなんて、瑠璃に都合のいいシチュエーションのオンパレードだ。

　これが夢なら……。

　夢の中だとしたら、きっとなにを言っても平気。目覚めれば文字通り夢は終わり、現実の世界に戻るだけだから。

（それなら、ひとつくらいわがままを言ってもいいよね？　私の夢の中なんだもん。主役は私なんだから……）

　ぼんやりする思考回路で危険な判断を下した。

「伊吹くん、抱いて」

「……は？」

「抱いてほしいの」

「お前、なに言ってんだよ」

　なにって、大人になったのを体で証明したいだけ。いつまでも子ども扱いする彼に、もう違うのだと見せつけたい。

　夢の中でくらいは大胆に――。

　着ているものを次々と脱ぎ去り、伊吹に夢中で抱きついた。

　彼の首筋からシトラス系の匂いが香り、瑠璃をさらに酔わせる。

「瑠璃……」

　体を引きはがした伊吹の顔が視界いっぱいに広がった。

　今にも触れそうなほど、すぐ近くに彼がいる。それだけで心臓があり得ないスピードで鼓動を打ちはじめた。夢なのに妙にリアルな感覚なのが不思議だ。

　お互いの鼻先がぶつかる。瑠璃が目を閉じた瞬間、唇にやわらかな感触を覚えた――。
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「嘘だろ……」

　伊吹が唇を押し当てた途端、瑠璃の体から力が抜ける。くたりとなった彼女は静かな寝息を立てていた。

　ありえない。

　とはいえ伊吹も悪いだろう。久しぶりの再会にはしゃぎ、お酒のピッチが異様に速くなった彼女を心配しながらも、ついねだられるままに飲ませてしまった。

　しかし――。

（俺とキスしている最中に寝るとはいい度胸だ）

　ふんっと鼻を鳴らすが、愛らしい寝顔を見たら、そんな憤りも露となり消えていく。

　七年前の感情が蘇り、勢いで抱きそうになったため、瑠璃が眠り込んでくれたのはかえってよかったかもしれない。激情に任せて体を重ねるのはアンフェアだ。

「それにしたって、いきなり裸で迫るって、いったいどういうつもりなんだ」

　すっかり大人の女性に変身し、一糸まとわぬ姿になった彼女を前に目のやり場に困る。急いで自分のシャツを羽織らせ、横抱きにして寝室に運んだ。

「せっかく久しぶりに会えたのに、なにやってんだよ」

　ベッドに寝かせた彼女の額をツンと弾く。

　すると瑠璃はもぞもぞと体を動かし、わずかに唇を動かした。

「……しら、か……わくん……おねが、い……」

　たどたどしく紡いだ言葉を頭の中で繋げていく。

（〝シラカワクン〟？　……〝白川しらかわくん〟？）

　誰だ、そいつは。明らかに男の名前だった。

　まさか――。

（酔っぱらって俺をそいつと勘違いしたんじゃないだろうな）

　静かになった口元をじっと睨んだが、それ以上は動かなかった。
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　瞼に感じた光が、瑠璃に優しく覚醒を促す。

「……ん」

　体が異様に重いのはどうしてなのか。

　ひと晩中仕事をしている夢を繰り返し見ていたせいかもしれない。部長や同期の白川浩平こうへいがやたらと出てきて、次から次へと瑠璃に仕事を振ってくる夢だった。おかげで疲労感が半端ではない。

　呻きに近い声を漏らしながら、片方ずつ睫毛を持ち上げる。――とそこに信じがたい光景が広がっていた。

　雷にでも打たれたのではないかと疑うほどの衝撃波が、瑠璃の胸を撃つ。
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「う、嘘、なんで……！」

　勢いよく起き上がった瞬間、今度は頭をハンマーで殴られたような痛みに襲われた。

「――っ」

　こめかみを押さえて、そのままベッドに突っ伏す。

　昨夜の出来事は夢ではなかったのか。

　頭の中を大きな鐘が高らかに響くなか、隣に寝ていた伊吹が目を覚ました。

「おはよう」

「ど、どうして伊吹くんが!?」

　寝起きなのに、この爽やかさはなんなのか。海風を受けたデッキチェアーで目覚めたような清らかさだ。いや、今はそこではない。

「誰と勘違いしてる」

「誰って、なんの話？」

　意味不明の伊吹の言葉に聞き返しつつ、自分の体を確認する。

　裸ではない。しかし着ているのは瑠璃の洋服とは違い、大きめのシャツだ。胸元から中を覗き込んで愕然とした。

「は、裸!?」

　ブラジャーもショーツも着けていない。それじゃ下着はいったいどこへ？

　ベッドの周りを見回したが、脱ぎ捨ててある形跡はない。

「下着なら洗濯機。乾燥まで終わってる頃だ」

「ちょ、ちょっと待って。もしかして私たち……」

　ラブアフェア。一夜の過ちを犯してしまったのか。

「まさか覚えてないとでも言うつもりか？」

　伊吹が眉根をぎゅっと寄せる。不機嫌なのを隠そうともしない顔だ。

　彼と再会してマンションに来たのは思い出した。その後、ふたりでワインを飲みながら楽しい時間を過ごしたのも。

　何度もおかわりをねだって、そのあとは……？

　ダメだ。まったく記憶にない。

　伊吹のシャツを羽織ってはいるものの、中身は素っ裸。なにが起こったのかは明白だ。

（やだ、嘘……。初めての経験なのに？）

　ボタンこそ留まっているが、ぶかぶかのため大きく開いた胸元を慌てて掻き合わせた。

（恥ずかしいし情けないし、泣きそう……）

　への字にした唇を噛みしめる。

　ずっと忘れられずにいた彼と結ばれたのに、その記憶はいっさいない。夢見心地でお酒を飲んでいたのは、かろうじて覚えている。でもそこから先は白く霞んで靄の中。史上最悪のアクシデントと呼ばずして、なんと呼ぶ。

「瑠璃、しら……」

「……〝しら〟？」

　やけに神妙な顔をして途中で言葉を止めた伊吹に聞き返す。

　しばらく待ったが、彼は首を横にひと振りして続けた。

「……いや、なんでもない。なにか食べるか？」

「え？」

「腹減っただろ。なにか作ってやる」

　ベッドを降りた伊吹はロンＴにハーフパンツを穿いていた。

〝いたした〟あと、しっかりルームウエアを着たらしい。瑠璃もお泊りセットを持参していたはずだが、なぜか彼にシャツを借りたらしい。

「シャワーを浴びるならこっちだ」

　伊吹にバスルームに案内された。

　ベージュで統一された内装は部屋同様にエレガントで高級感たっぷりだが、正直それを堪能する余裕はない。急いでシャワーを浴びて出ると、パウダールームには昨日瑠璃が着ていた洋服や下着が一式、綺麗に畳まれて置いてあった。

「伊吹くんに下着を洗濯させちゃったよ……」

　それどころか裸まで見られ、知らぬ間に処女まで捧げてしまったとは。

　これまで恋に発展しそうな人ならいた。でも次の一歩を踏み出せず、淡い初恋を忘れられないまま二十五歳になった。つまり瑠璃は、恋愛経験ゼロである。情けない。

　君香のアパートに泊まる予定だったため着替えなら持っているが、せっかく伊吹が気を利かせて洗濯してくれたのだからと、置かれていた下着と洋服を身に着けた。

　洗面カウンターにあったドライヤーを借りて髪を乾かし、メイクを軽くしてパウダールームを出る。コーヒーのいい香りが鼻先をかすめた。

　シャワーを浴びたら、鉛のように重かった頭はかなりすっきり。だからこそ余計に、昨夜の展開が受け入れがたい。

　とぼとぼとダイニングへ行くと、ネイビーのエプロンを着けた伊吹と目が合った。

　昨夜のスーツ姿にもときめいたが、髪についた寝ぐせに隙を感じさせ、エプロン姿もとても様になっている。

「そこに座れ。たいしたものは出せないけどな」

　テーブルには生野菜とカリカリに焼いたベーコンを添えたスクランブルエッグが真っ白な皿に盛られ、ちょうどいい焼き加減のトーストもある。三角に切られ、一枚にはマーガリン、もう一枚にはマーマレードが塗られていた。

　素晴らしい朝食である。

　過ちを犯して心も頭もにっちもさっちもいかないが、ここはなにごともなく普通の会話をするのが大人というもの。動揺を悟られないように静かに深呼吸をして口を開く。

「い、い、伊吹くん、お、お料理するんだね」

　深呼吸はまるで効果なし。おかしなくらいに言葉につかえ、大人の女性には程遠い。

　しっかりしてと自分に言い聞かせ、気持ちを立てなおす。

「料理ってほどのものじゃない。どれもこれも焼いて出しただけだ」

「私なんてお母さんに頼りっきりだし」

　少し見習ったほうがよさそうだ。

「実家暮らしならそうなるだろうな。ひとり暮らしをすれば嫌でもやらざるを得ない。コーヒーでいいか？」

「うん、ありがと」

　コーヒーを淹れて席についた彼の向かいに瑠璃も腰を下ろす。気恥ずかしさをまぎらわせるためにカップを手に取り、コーヒーを飲もうといきなり口をつけた。

「――熱っ」

　カップを傾けすぎたため、熱々のコーヒーが上唇を直撃。動揺し過ぎたゆえのちょっとした事故である。

「大丈夫か？　淹れたてで熱いから気をつけろ」

　そそっかしいのは昔からだ。

「いただきます」

　気を取りなおしてマーマレードのトーストにかぶりついた。

「ん、おいしい」

「ただのトースト。誰にでも焼ける」

「焼き加減がちょうどいいよ」

「無理に褒めなくてもいい」

　サクッとした歯触りがいいのは本当なのに。

「……怒ってる？」

「いいや、べつに」

　さっきからどことなくぶっきらぼうな感じだ。

　とはいえ記憶を飛ばすほど泥酔し、下着や洋服を洗濯させ、朝食まで作らせれば呆れるのを通り越して怒りが沸いてもおかしくないだろう。

「本当にごめんなさい」

「怒ってないって言ってるだろ」

「その割に口調がトゲトゲチクチクしてる」

「俺はサボテンか」

　眉を上げ下げしながら両手を広げて肩をすくめる。どんな仕草でも決まっているのはずるいなぁと恨めしい。

　それよりなにより、あまりにもひどい姿を晒した自分を呪いたい気持ちでいっぱいだ。一線を越えたらしいのに、何事もなかったような伊吹の態度も理解できない。いや何事もないというか、ちょっと不機嫌なのはなぜなのか。

　その点は不可解だが、彼にとって昨夜の一件が気まぐれだったのは間違いない。酔っぱらった女が無防備に体を開いたから、遠慮なく食しただけ。据え膳食わぬは男の恥というのは有名な言い回しだ。

　冷静になれ、平静を保て。

　そう自分に言い聞かせるが、プチトマトはテーブルに転がすし、取り澄ましてそれを口に含めばプシュッと汁が口から飛び出すし、本当に散々だった。






　ブランチとも言える食事を終え、瑠璃は伊吹の車で自宅に送り届けられた。

　東京の外れのため、約一時間のドライブ。瑠璃は昨夜の話題を避け、彼の口からも出ず、なんともモヤモヤしたまま車を降りた。

「昨夜は泊めてくださってありがとうございました」

　丁寧言葉でお礼を告げると、伊吹は微笑みだけを返してよこした。

「じゃ」

「うん」

　パワーウインドウが上がって窓が閉まると、車はゆっくり走りだした。

　目覚めてからずっと強張り続けていた体を脱力する。肩からふぅっと息を吐いたところで――。

「あ、連絡先教えてもらってない」

　思い出したが、時すでに遅し。車は角を曲がり、見えなくなったところだった。

「瑠璃？　帰ったの？」

　玄関ドアが開き、そこから母の真紀まきが顔を出す。物音がしたため出てきたようだ。

「ただいま」

　バッグをもう片方の手に持ち替えて玄関に向かう。

「今車から降りた？　君香ちゃん、運転免許取ったの？」

「あっ、ううん、違うよ。電車で帰ってきた」

　急いでごまかす。これまでも朝帰りの経験はあるが、相手はいつだって君香だった。

　男の人、それも両親も知っている伊吹が相手のため焦りに焦る。しかも覚えのないうちに体の関係まで持ってしまった。

　かすかに芽生えた罪悪感に目を瞑る。

「たまたま車が通り過ぎていっただけだと思うよ」

「そう。ご飯は？」

「き、君香と食べてきたばかりだから大丈夫。夜遅くまで話し込んで寝不足だから、ちょっと部屋で休むね」

　たびたび言葉につかえながら母との会話を終わらせ、階段を上がって二階の自室に引きこもった。

















はじまりの予感が終わりへと変わるとき












　週が明けた月曜日。

　東京の外れから都心を目指す電車は、駅を通過するたびに飲み込んだ多くの人でごった返している。会社まで遠い利点といったら、ほぼ毎朝座れることだろうか。

　発車を知らせるベルの音、駆け込む人たち、ドアが閉まるときのプシューッという空気音。いつもの朝と変わらない光景なのに、瑠璃ひとりだけが違っていた。

　初恋の相手と一夜の過ちを犯すなんて想定外だ。しかも泥酔して記憶にないときた。

　おまけに連絡先を交換しそびれている。

　家庭教師と生徒の関係だった当時はスケジュールの急な変更などがあったときのためにお互いに連絡先を知っていたが、瑠璃は大学生になって電話番号を変えてしまった。

　もしかしたら伊吹から連絡があるかもしれないと、淡い期待を抱き続けることに疲れたためだ。保存されていた連絡先のリストも一新。当然ながら伊吹のデータは残っていない。昨夜渡した名刺に載っているのは、瑠璃の会社の電話番号だ。

　つまり彼から会社に連絡がこない限り、これきりになる。

　金曜の夜に訪れたマンションの場所もあやふや。瑠璃からはどうにもできないのだ。

（はぁ……。伊吹くん、きっと連絡なんてしてこないよね……）

　ちょっとした火遊びのひとつとして、気持ちの整理をつけるしかないだろう。大好きだった人に初めてを捧げられたのだから、それで十分だと諦める以外にない。

（っていうか、なんにも覚えてないんだけど……！）

　満員になりつつある電車に揺られながら眉根を寄せてしょんぼりした。






　瑠璃が勤める旅行代理店トリッパーは、様々な企業が入居する二十五階建てインテリジェンスビルの十五階から二十階に本社を構えている。

　瑠璃が所属するＤＸ推進部は、いわゆるシステム処理を統括する部署だ。とはいえエンジニアの高度なスキルを持った人間はおらず、外注したシステムを制御・管理したり、社内で使用しているパソコンやネットワーク環境の整備をしたりというのが主な業務である。

　その中でも瑠璃は事務的な作業を受け持っており、部署内の業務が円滑に進むように努めるポジションだ。

　入社時に、旅行の企画を立てる事業部への配属を希望したが叶わなかった。とはいえシステムは、ウェブでも事業を展開する企業には欠かせない大事な部署。自分なりにやりがいを見出して、仕事に邁進している。

「おはようございます」

　挨拶を交わし合いながら自分のデスクにつく。

　後ろのキャビネットにバッグをしまい、パソコンを立ち上げていると、あとから出社してきた同期入社の白川が「藤島さん、おはよう」と向かいのデスクから声をかけてきた。

　人懐っこい笑みを浮かべた彼は、大学時代には〝ミスターＫ大〟にも選ばれた経歴がある、容姿に優れた男だ。部署内ではムードメーカー的存在で、ほかの部署のお姉さま方からは〝かわいい〟と人気者である。

「おはよう」

「今日の『ＡＣＣＥＳＩＡアクセシア』との打ち合わせ、藤島さんも出る？」

「うん、議事録の作成を頼まれてるから」

　アクセシアはここ数年のうちに飛躍的に業績を伸ばしているＩＴのベンチャー企業である。

　トリッパーでは予約システムの刷新を考えており、いくつかの企業から提案をもらい検討している段階なのだ。今日来社するのはそのうちの一社であり、新参の企業でもある。

　瑠璃はそのプレゼンに書記として入る予定になっている。

「白川くんも出るよね？」

「ああ。会場のセッティングをするなら俺もいくよ」

「ほんと？　いつもありがとう」

　ＤＸ推進部主催の打ち合わせなどがある場合、会場を準備するのは瑠璃の仕事のひとつ。白川は普段から率先して手を貸してくれるから助かっている。

「いや、当然でしょ」

　彼はパソコンの横から顔を出してニッと笑った。






　アクセシアのプレゼンは午後一時半から開始のため、ランチから戻った瑠璃は白川とミーティングルームでテーブルをコの字型に整えていた。

　プロジェクターもスクリーンもセッティング完了。あとは参加者たちを待つのみだ。

「白川くん、ありがとうね」

「おう」

　自分のノートパソコンを持ってこようとミーティングルームを出ると、向こうから人を引き連れてこちらにくる部長の姿が見えた。一緒に歩いているのは、おそらくアクセシアの人間だろう。

　通路の端に寄り、すれ違おうとした瑠璃はその顔を見て思わず「ええっ！」と声を上げて立ち止まった。

　部長が目をまたたかせたため慌てて口元を押さえ、目礼する。しかし、隣を歩く人物に動悸が治まらない。

　それもそのはず。もしかしたら二度と会えないと思っていた伊吹だったのだから。

　瑠璃に気づいたはずの伊吹は澄まし顔だ。さては最初からここで再会するのは想定内だったなと、目を尖らせて彼を見た。

　おそらく瑠璃が渡した名刺で気づいたのだろう。トリッパーの社名を出したときに、伊吹の目が一瞬だけ揺らいだのを思い出した。

　彼は名刺を切らせていると言っていたが、本当は持っていたに違いない。最初からサプライズを仕掛ける魂胆だったのではないか。

　すれ違いざまにいたずらっぽい笑みを浮かべる伊吹を見て確信する。

（絶対にそうだ……！）

　唇を尖らせていると、白川が隣で不思議そうな顔をした。

「藤島さんの知り合い？」

「あ……うん、昔のちょっとした……」

　知らないと言ってごまかそうとも思ったが、あとで知り合いだとバレるのなら正直に話しておいたほうがいい。

「へえ。すごい人と知り合いなんだな」

「すごい人？」

「なんだよ、アクセシアを立ち上げた人じゃないか」

「えっ、それじゃ社長？」

　ＩＴ企業で働いているとは言っていたが、社長とは言っていなかった。

「知らなかったのか？」

「知り合いって言っても昔だから」

　まさかアクセシアの社長だとは。こんなところで二度目の再会を果たすとは。

　なにからなにまで驚かされて言葉もない。

　白川の話によるとアメリカで最先端のＩＴを学んできた伊吹は、帰国後立ち上げた会社を短期間のうちに日本で名を知らしめるほどに成長させたという。

　つい最近のニュースでは、ＡＩによる運転者の体調の異変を見つける技術開発を自動車メーカーと取り組んでいると報道されていたらしい。

「もしかして元カレ？」

「や、やだ、違うよ」

　詮索する視線から不自然に目を逸らした。

「そうか？　かなりキョドってる」

　元カレでは決してないが、週末の〝情事〟が瑠璃を動揺させているのは確かだ。

　それ以上の追及から逃れるため、瑠璃は「ノートパソコン取ってくるね」と白川を置いて駆け出した。






　旅行の予約方法は近年、スマートフォンの普及によって大きく変化している。旅行代理店に足を運ぶ必要がなく、ウェブサイトで手軽に予約を済ませられるようになったからだ。

　トリッパーで予約システムの大規模な刷新をすることになったのも、今後は店舗の窓口業務のデジタル化ニーズが高まりつつあるためである。

「……このようにＡＩを導入することによって問い合わせ対応の自動化や新たな問い合わせチャネルが追加され、いつでもどこからでも問い合わせや予約が行えるサービスをユーザーへ提供することができます」

　伊吹がプロジェクタースクリーンをレーザーポインターで指し示す。

「つまり、予約システムの刷新だけにとどまらず、それと連携させたサービスを、という話ですね」

「ええ、そうなります」

　彼のプレゼンによれば、予約受付以外にも日々寄せられる問い合わせ対応も自動化できる仕組みだという。いわゆる〝チャットボット〟だ。

　トリッパーにおける課題のひとつに、問い合わせへのきめ細やかな対応や、それをスムーズに行うための十分な時間と人の確保がある。内容もさまざまなため回答に多くの時間を要し、他の業務が圧迫される状況につながっているのだ。

「みなさまも様々なシーンでユーザーとして使った経験がおありかと思いますが、ＡＩチャットボットは営業時間外でも問い合わせを受け付けることが可能です。会話をしながら問題解決や予約手続きをいつでもスムーズに進められる新たなチャネルとして、他業界でも非常に重宝されています」

「ですが、文字を打ち込むことが苦手な方もいらっしゃいますよね。窓口業務の需要は未だにあり続けています」

　トリッパー側が懸念材料をあげる。

　特に高齢者はスマートフォンなどの端末での文字入力を敬遠し、電話に頼らざるを得ない場合が多い。

「ご心配には及びません。電話対応ＡＩを活用すれば二十四時間いつでも問い合わせが可能となるため、ユーザーの利便性向上はもちろん予約受付のチャンスロスも防げます。ＡＩで回答できない問い合わせのみ有人対応に切り替えるようにすれば、みなさんの業務負担軽減も実現できます」

　瑠璃は、さまざまな懸念材料にも淀みなく受け答えする伊吹を眩しい想いで見つめていた。

　議事録を作成するために耳に神経を集中させながらも、精彩を放つ真剣な眼差しにときめき、仕事中だというのに胸が高鳴ってしまう。大学生のときとも、久しぶりに過ごしたプライベートのときとも違う顔だ。

　彼の一挙手一投足から目が離せない。

（あぁやっぱり私は伊吹くんが好きなんだ……）

　新たな一面を見せつけられ、嫌でもそう思わされた。






　アクセシアのプレゼンが終わり、参加者たちが席を立ちミーティングルームを出ていく。

　部長が伊吹を見送り、エレベーターの前で別れたのを見計らい、意を決し彼に声をかけた。

「いぶ……鷲見さん」

　名前で呼びかけそうになり、急いで名字に言い換える。

　振り返った伊吹は今にも笑いだしそうだ。一緒にいたアクセシアの人間を先にエレベーターに乗せ、瑠璃に向かい合った。

「今日ここで会うってわかってたの？」

「まあね。名刺をもらったときに驚いた。瑠璃がプレゼンに同席するかはわからなかったけどね」

「教えてくれればよかったのに」

「こういう再会のほうがドラマティックだろう？」

　瑠璃はついさっきまで思い悩んでいたというのに、伊吹はどこか得意げだ。

「こんなの心臓に悪すぎる」

　伊吹を恨めしげに見て訴える。

「会えたんだからいいじゃないか。それなのになんで不満顔？」

「……私、なんにも思い出せないから」

　伊吹に自宅に送り届けられてからずっと、あの夜の記憶を懸命に手繰り寄せていた。

　それなのに伊吹とワインを飲んだところまでしか思い出せない。キスしたようなしていないような、夢の中も同然の曖昧な感覚だけ。

　この二日間ずっとモヤモヤ続きだ。真っ白く霞んだ記憶の中に、一点の手がかりすらない。

「それじゃ……」

　すぐそばの壁に片手を突き、伊吹が瑠璃を意味深に見下ろす。いたずらっぽい眼差しの中にどことなく甘い色を見つけて、ドクンと鼓動が弾んだ。

「もう一回しようか」

「えっ!?」

　体ごとピョンと跳ねそうになるほど威力のある言葉だった。それも耳に近づけた唇に低く囁かれたものだから、瑠璃は背中に弱い電流が走ったようになる。

　伊吹にとって体の関係はそれほど大事ではないのか。女性と簡単にそんな関係になる彼に戸惑いを覚えつつ、甘い誘いにノーと言えない。好きだから、もう一度チャンスをもらえるのなら、とつい考えてしまう。

　彼が家庭教師をしていたときから数えて七年。長きに亘る恋心が判断を鈍らせる。

　トクントクンと高鳴る鼓動が、瑠璃を急かしてやまない。

「そう――」

「伊吹くんじゃない？　久しぶり！」

　瑠璃が〝そうする〟と答えようとしたそのとき、遠くからよく通る鈴のような声が割って入った。

　伊吹が咄嗟に瑠璃と距離を取る。

　弾かれたように見ると、人事部に所属する小柳こやなぎ慶子けいこがヒールの音を響かせてやってきた。

　瑠璃よりも五つ年上の三十歳。伊吹と同じ歳だ。ストレートロングの髪はいつでも艶めき、少々吊り目気味の目元はメイクでやわらかさを強調している。全体的にパーツの整った美形は社内でも折り紙つきだ。

　面倒見のいいお姉さんタイプで、瑠璃もたまにランチを一緒にするときがある。

（伊吹くんを知ってるの……？）

　下の名前で呼びかけた彼女と伊吹を見比べる。伊吹は慶子に微笑み返し、同様に下の名前で呼び返した。

「慶子？　久しぶりだな。ここで働いていたのか」

「そうなの。うわぁ、すごくうれしい！　今日は仕事でここに？」

「ああ」

　親しげな様子で話しはじめた慶子の視線が、瑠璃に注がれる。

「瑠璃ちゃんとは……？」

　その視線がそのまま伊吹に戻った。どういう間柄なのかと聞きたいらしい。

「あ、えっと――」

「彼女が高校生のときに家庭教師をね」

　瑠璃が口を開いたそばから伊吹が答える。

「えーっ、瑠璃ちゃんがそうだったの？」

「大学時代に話したことあっただろう？」

　仲の良さを窺わせる空気感だ。

　ふたりは久しぶりの再会に話を弾ませ、瑠璃はぽつねんと取り残されてしまった。

　伊吹も瑠璃の存在を忘れたかのよう。

　絵になる美男美女の取り合わせから一歩、また一歩と遠ざかる。瑠璃はそこから静かに立ち去った。
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　プレゼンを終え、伊吹は同行していた鶴岡つるおかとタクシーに乗り込んだ。

　トリッパーの反応は上々。この分でいけば今回の仕事もアクセシアが任されるだろう。

「社長、さっきの女性、お知り合いなんですか？」

　エレベーターの前で声をかけてきた瑠璃のことだろう。

「昔、彼女の家庭教師をやってた時期がある」

「へえ、そうなんですか」

　登録していた派遣会社からの紹介だった。

　あらかじめ見せてもらった学校の通知表によると成績は中の上。良くもなく悪くもなくといったところだった。

　しかし飲み込みは早く、物覚えもいい。おそらく地頭が良いのだろう。勉強の仕方を教えると、テストの点数をぐんぐん伸ばした。

　その成果は通知表にも現れ、それを見せてはしゃぐ彼女を眩しい想いで見つめた。

　かわいい。

　率直にそう思った瞬間だった。

　当時、互いに仕事で忙しい両親の間でケンカが絶えず、天真爛漫な瑠璃の存在にずいぶん助けられたものだ。彼女の笑顔に癒され、気づいたときには好きになっていた。

　しかし派遣会社の規約で生徒との恋愛は禁じられており、彼女の両親からも『くれぐれも恋愛関係にはならないように』と釘を刺されていたため、忠実に従う以外になかった。

　家庭教師を外されて瑠璃に会えなくなるより、気持ちをごまかして先生として接したほうがいいと考えたのだ。大学生なりに悩んだ末の答えだった。

　瑠璃から好意を感じなかったわけではない。仕草や言葉の端々から、伊吹に対する隠しきれない感情が溢れているのには気づいていた。

　だが彼女はちょうど年上に憧れる時期。成長過程特有の、恋愛とは少し違う感情に過ぎないと自分に言い聞かせ、見て見ぬふりを決め込んだ。

　彼女からねだられ、たった一度だけキスを交わしたが、理性を総動員して気持ちを封じた。

　あれから七年。久しぶりに会った瑠璃は、可憐な少女から美しい大人の女性に変貌を遂げていた。

　遠い昔に失くした大事な宝物を見つけたような気分といったらいいのか。何度か重ねてきたはずの恋愛経験が白く霞んで輪郭もなくなっていく。

　とっくに消えたはずの彼女への恋心は、どこかでずっと燻っていたのかもしれない。再会をきっかけに再燃したように感じていた。

　しかしふたりの間には七年もの空白の時間がある。いくら高校生のときに伊吹に好意を寄せていたとはいえ、昔の話に過ぎないだろう。酔って寝入った彼女の口から零れた〝白川〟という男も気になるところだ。

「かわいい人ですよね。今度紹介してくださいよ」

　鶴岡が屈託なく笑う。

「ダメだ」

「なんでですか。あ、もしかして昔、手を出しちゃったとか？　いけませんね、先生が生徒に手を出しちゃ」

　ふざけはじめた鶴岡を軽く睨みつつ、頭をこつんと小突く。

「すみません、口が過ぎました」

　素直に謝る鶴岡の隣で、伊吹はブリーフケースから取り出したタブレットを立ち上げた。
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　翌日のお昼、瑠璃は君香と待ち合わせて、最近オープンしたばかりのカフェへやってきた。

　彼女から昨夜遅くに金曜日のドタキャンを詫びるメールが改めて入り、一緒にランチでもどうかと誘われたためである。瑠璃のほうも伊吹との一件を相談したかったため、迷わずオッケーの返信をした。

　十月半ばの空には雲がぽつりぽつりと浮かび、澄み渡っているとはいえないものの清々しい。君香が指定したカフェは会社から歩いて数分のところにあった。

　オープンしたてのため混雑しているかと思いきや、そこまで混み合っていない。足を踏み入れた瑠璃がスタッフに「何名様ですか？」と聞かれていると、窓際のテーブルで君香が手をあげた。

「あそこの友人と待ち合わせなので」

　スタッフにひと言断り、君香の元へ行く。

　目鼻立ちがはっきりした彼女は、眉毛とリップ程度のメイクでも十分な美人だ。耳が全部見えるほど短い髪がよく似合う快活な女性である。

「この前はごめんね。はい、これはお詫びの品」

　座るや否や君香が紙袋をテーブルに出した。人気パティスリーのスイーツだと、ロゴからすぐにわかる。

「お詫びなんていいのに。君香の仕事がどんなものか知ってるんだから」

　勤務時間が不規則なのは承知のうえの約束だ。

「瑠璃においしいスイーツを食べさせたいだけだから気にしないで」

「私を太らせてどうするつもり？」

「おいしくいただきます」

「ほとんど脂身だけどね」

　会話がめでたく着地したところでメニューを広げる。パンケーキが推しのカフェらしく、フルーツがふんだんにトッピングされた写真は目移りするほど種類が豊富だ。

「せっかくだから看板メニューにしようかな。君香は？」

「私も。パンケーキだけでもボリュームがありそうだね」

　ふたりで迷いに迷って、瑠璃は数種類のベリーがたっぷり乗ったパンケーキ、君香はカスタードクリームとイチゴのパンケーキを注文した。

「金曜日、私が行けなくなったってメールを送ったあとはどうしたの？　ひとりで飲んだ？」

　早くも例の夜の話題になり、一瞬言葉に詰まる。

「あ、うん……」

「歯切れが悪いけどなにかあった？」

　なんて勘がいいのだろう。

「じつは君香に聞きたいことがあるの」

「ん？　なあに？」

　君香は先に運ばれてきたホットカフェラテに口をつけながら、目線を瑠璃に合わせた。

「〝した〟翌朝って、体的にはなにか違和感とか痕跡とかあるもの？」

「〝した〟って、なにを？」

　君香が目をパチッとまたたかせる。あまりにも漠然としすぎていたからわからなくても無理はない。

「つまりその……」

　口元に手をあて、小声で「男の人と」と付け加える。

「え？　なになにいきなりどうした？」

　驚いたようにしたあと、君香はハッとしたように「まさか金曜日の夜に!?」とこれ以上ないほど目を丸くした。

「うっそ、恋愛も未経験の瑠璃が、いきなりそれをすっ飛ばして!?」

　高校時代からの友人である君香は、瑠璃のすべてを知っていると言っても過言ではない。

「伊吹くんって覚えてる？　私の家庭教師だった人」

「ああ、瑠璃の初恋の人ね。――まさかその人と？」

　すぐにピンとくるなんて察しがいい。君香には当時、瑠璃が伊吹に片想い中なのは打ち明けていた。

「あの夜ね……」

　瑠璃は頷いてから、その夜起こった出来事を話しはじめた。

　最初は言葉がすらすら出てきたのに、彼のマンションに行きワインを飲んだあたりから口が重くなっていく。霞みはじめる記憶とともに、ついにはそこから一気に朝の目覚めにワープした。

「ちょっと待って、話が飛んでない？」

「だから覚えてないんだってば」

「ワインを飲んだあと、いきなり朝？」

　うん、と屈託なく首を縦に振る。伊吹と〝交わった〟記憶はまるでない。

　しかし裸だった状況からすると、そうなった以外に考えられないのだ。彼も否定しなかった。

「っていうか瑠璃、軽率すぎ。男の人の部屋に夜遅く行って、何事もなく帰らせてもらえるわけがないでしょう？」

「……そうだよね。私が悪いのはよくわかってる。でも好きだったから。……今も」

「もしかして忘れられなかった？」

「ずっと強く想い焦がれていたわけじゃないけど、会ったらやっぱり好きだなって」

　だからこの七年間、誰も好きになれなかったのだろう。どうしても伊吹と比べてしまい、彼がいつだって一番のポジションに君臨し続けてきた。その座を脅かす人間は誰ひとり現れなかった。

「話を最初に戻すけど、初めてのあとってなんともないもの？　君香はどうだった？」

「うーん、もう何年も前だからなぁ……。最中は痛くて堪らなかったし、直後も違和感があったような……。でもそれは人に寄りけりなんじゃないかな。そのまま寝ちゃったのなら、朝起きたときに足の間が濡れた様子とかなかった？」

〝濡れた〟という、いかにも行為を象徴するような言葉に顔を赤くさせながら、「わからない」と首を横に振る。目覚めてすぐ大慌てでシャワーを浴びたため、〝そこ〟がどうなっていたかは定かでない。

　泥酔して目覚めたうえ、隣に伊吹が寝ていたため、そこまで気が回らなかった。

　でも、状況証拠は黒だと言っている。

「伊吹くん、どういうつもりだったと思う？」

「当人じゃないからなんとも言えないけど……。男の人は恋愛感情がなくても、そういう行為はできるってよく聞くし。好きとか付き合おうとか言われた？」

「……言われてない」

　がっくりと肩を落とす。もしかしたら失くした記憶の中にその言葉がひそんでいるのかもしれないが、瑠璃は耳にしていない。

「うーん、それは正直言うと進展は難しいかなぁ」

「だよね……」

　昨日、会社で会ったとき、またもや連絡先を聞きそびれてしまった。『もう一回する？』なんてからかうように言われたが、慶子の登場でそれきりだ。彼がどういうつもりだったのかも、さっぱりわからない。

「ともかく、今は甘いものを食べて英気を養おうか」

　それもそうだ。

　フォークとナイフを手にした君香に瑠璃も倣う。

　目の前に置かれたパンケーキは彩りも鮮やか。ふわふわの生地にナイフを入れ、ブルーベリーと生クリームごと頬張った。






　その日の退勤後、瑠璃はぼんやりと考え事をしながら駅までの道のりを歩いていた。

　ランチを一緒にとったときに君香が言っていたように、伊吹にはきっとその気はない。彼は慶子のような大人っぽい美人が好みだろう。

　好きなタイプを直接聞いたことはないが、伊吹の隣に立って釣り合うのは彼女のような女性だ。

　高校生のときには、年齢を重ねさえすれば大人の女性になれると期待していたがそうではない。少なくとも瑠璃の中身は、高校生のときからほとんど変わっていないのだ。慶子のような女性らしさが身につかないのは、恋愛経験を積んでいないからなのかもしれない。

　この前の夜は伊吹もお酒が入っていたため、うっかり瑠璃に手を出したに過ぎないのだろう。大人な彼にとっては、キスもセックスもその場のノリで挨拶のようなものに違いないから。

　いい雰囲気だった昨日の伊吹と慶子を思い出し、さらに気持ちが沈み込む。

「あーあ、所詮、初恋は初恋なんだよね」

　報われないものなのだ。

　ぽつりと呟き、駅とは反対方面に方向転換した。真っすぐ帰る気分になれない。

　ウィンドウショッピングしながら街をぶらぶらと歩く。お昼に食べたパンケーキがボリュームたっぷりだったせいか、お腹も空かない。

　ジュエリーショップやアパレルショップをひやかしながら歩いていると、不意に鼻先に水滴を感じた。

「雨？」

　手のひらを上にしてかざすと、たちまちポツポツと落ちてくる。歩道にできた小さなシミが隣とくっついてどんどん大きくなっていく。

「うわ、嘘でしょ……！」

　大したことないだろうと思ったそばから本降りがはじまった。

　地面を跳ねる水しぶきの中、瑠璃もヒールを鳴らして走りだす。これでは駅まで辿り着くのは無理だ。

　雨宿りをしようとコーヒーショップチェーンの軒先に滑り込む。失恋は確定だし、突然の雨には見舞われるし散々だ。

　ひとたび悪いことが起こると、次々と良くない連鎖が巻き起こるのが世の常でもある。瑠璃はその渦に飲み込まれてしまったようだ。

　店内に入る前に濡れた肩先をハンカチで拭っていると、不意に名前を呼ばれた気がした。

「瑠璃！」

　よく知る声だが、まさかそんなはずはない。雨音を聞き違えたか、幻聴だろうとスルーしていると、今度は先ほどよりもはっきりと声がした。

　顔を上げた先に現れた人物を見て、自分の目を疑う。

「伊吹くん!?」

　どうして彼がここに――？

　こんなところで会うとは思いもせず、素っ頓狂な声が出る。

　伊吹は傘を片手にガードレールを華麗に飛び越え、瑠璃の元までやってきた。

「どうしたの？」

「どうしたもこうしたもない。車で走っていたら瑠璃が見えたから」

　雨で視界が悪いのに、よく見えたなぁと呑気に感心していたら、彼にぐいと手を引かれた。

「ずぶ濡れじゃないか。来い」

「ちょっ、ちょっと、来いって？」

「そのままだと風邪ひくコースだぞ」

　雨がザーッと道路を打ちつける中、相合傘で手を引かれて車道に出る。ハザードランプをつけて停車していた彼の車に乗せられた。

「これも使え」

　瑠璃のハンカチは水分を含んですでにしっとり。伊吹は自分のハンカチを差し出してきた。

「ありがと」

　ありがたく借り、髪や肩を拭う。

「天気予報で雨だって言ってたのに傘持ってないのか」

「朝は忙しくてニュースとか見ていられないから」

　通勤に一時間半かかるため、起きてから家を出るまで時間との戦いである。天気予報もニュースも確認する余裕はない。

「部屋で服を乾かしたほうがいいな」

「部屋って？」

「俺の部屋」

　伊吹は答えながら後ろを確認して、ハンドルを右に切り車の流れに乗った。

「……いいの？」

「濡れたままじゃしょうがないだろ」

「この前の夜に引き続きすみません」

「随分と殊勝な態度だな」

　素直に頭を下げた瑠璃に、伊吹は鼻をくすっと鳴らした。






　二度目になる彼のマンションに到着後、早速バスルームを使わせてもらった。

　前回同様、着ていたものは洗濯乾燥機へ。ショーツとブラジャーは濡れていなかったためそのまま着用し、伊吹が洋服を貸してくれた。

　パウダールームを出てリビングへ行くと、瑠璃を見た伊吹がぷっと噴き出す。

「なんで笑うの？」

「だぼだぼだな。袖くらいまくったらどうだ。ほら、こっちに来い」

　手招きに導かれるようにして彼の元へ行く。伊吹は瑠璃の手が出るように袖口をくるくると折り曲げた。

「ハーフパンツを貸したつもりだったんだけど」

「足が短いって言いたいの？　ひどい」

　一歩離れてまじまじと下半身を観察されたため、異議を申し立てる。

「そうは言ってない」

「顔が言ってます。伊吹くんとは身長差があるんだから当然でしょう？」

　肩を揺らして笑いながら、伊吹は「腹減っただろ」とダイニングテーブルに瑠璃を誘った。

　いい匂いがすると思ったら、テーブルにはナポリタンが器に盛られている。

「作ってくれたの!?」

　瑠璃がシャワーを浴びている隙に作るとは、なんて手際の良さだろう。前回の朝食に引き続き、伊吹に華麗なる腕前を披露されてしまった。

　彼に引いてもらった椅子にウキウキしながら腰を下ろす。

「言っておくが、味の保証はしないぞ」

「ううん、この匂いは絶対においしい」

「オイオイ、ハードルを上げるな」

「ハードルを上げてるのは私じゃなくて匂いだから。いただきまーす」

　雨に見舞われる前は空腹を感じなかったくせに、伊吹の手料理というだけで食欲をそそられるから現金なものだ。早速手に取ったフォークでパスタを巻き取り、そのまま口へ投入。

「んん！　おいしい！」

　ケチャップの甘味がほどよく濃厚な味わいだ。

　以前、瑠璃も作ったことはあるが、ここまでまろやかにはならなかった。なぜ？

「ね、ケチャップの味付け以外になにか入れた？」

「塩コショウ」

　それなら瑠璃も普通に入れる。

「ううん、もっとべつのなにか」

「ああ、牛乳なら少し加えたけど」

「牛乳！　そんなものも入れるんだ」

「生クリームにしたら、もっとこってりと風味が豊かになる」

　一般家庭で生クリームの常備はなかなかしていないが、牛乳ならいいけそうだ。

「すごい。伊吹くんって本当に料理上手なんだね」

「料理男子はモテるから一石二鳥だな」

「伊吹くんはそうじゃなくてもモテモテでしょう？」

「バレたか」

　やはりモテると知り悶々とする。この前の夜みたいに、もしかしたら手軽に〝大人のお付き合い〟をするような相手もいるのかもしれない。

　瑠璃はそのうちのひとりに過ぎないのではないか。

　伊吹の言葉に笑い返して、影が差した心をごまかした。






　料理をふるまってもらったお返しに、瑠璃は後片づけを買って出た。

　とはいっても食洗器があるため、さっと汚れを落とした皿を投入して終わりである。

　シャワーを浴びた伊吹は、首からかけたタオルで髪をごしごし拭いながらリビングへやってきた。

　瑠璃と同じくロンＴにハーフパンツ姿がお揃いみたいで気恥ずかしい。まだ髪が濡れているせいか、やけに色気を感じて目のやり場に困る。

「コーヒーでも飲むか？」

「あ、うん。私が淹れようか」

　キッチンに向かおうとしたが、伊吹が制す。

「俺がやるから座ってろ」

　その言葉に甘えてソファにちょこんと腰を下ろした。

　洋服はあとどのくらいで乾くだろう。雨はまだひどいのかな。遅くなると両親が心配するから早く帰らないと。

　そんなことを考えているうちに伊吹がコーヒーカップをふたつ持って、瑠璃の隣に腰を下ろす。カップは目の前のテーブルに置いた。

　つい先ほどまで気にならなかったのに、ふたりきりを急に意識してそわそわする。手持無沙汰のためカップを手にしてそっと口をつけ、テーブルに戻す動作を何度か繰り返しているうちにあっという間に飲み干してしまった。

　隣の伊吹は、まるで普通。瑠璃を気にする素振りもなく、ソファの背もたれに体を預け、ゆったりと寛いでいる。

　ふと、この前の会社での光景が頭を過った。

「小柳慶子さんとは同じ大学だったの？」

「ああ。同じ学部だった」

　単なる友人だったのか、それとも恋人だったのか気になるが聞けなかった。元恋人だったら、瑠璃には本当に見込みがなくなるからだ。

　慶子と瑠璃とでは、タイプがまるで違う。

　そう考えている時点で、伊吹をまだ諦めきれていないのだと気づかされた。

（……無理もないよね。だって七年間も好きなままなんだもん）

　顔も見ない期間が七年あっても、まったく色褪せていない。伊吹は瑠璃にとって、ずっと想い人なのだ。

　ふと高校時代のある光景が蘇る。

「……ね、伊吹くん、私が高校生のとき、キスしたの覚えてる？」

　西日が射す瑠璃の部屋で。オレンジ色に染まった伊吹の顔は今でもよく覚えている。

「したっけ？」

　瑠璃は恐る恐る尋ねたというのに、伊吹はなんとも軽い調子だ。

「忘れちゃったの？」

「冗談。覚えてる」

「もうっ。意地悪しないで」

　伊吹の腕を肘で小突いて続ける。

「この前も、キス……したんだよね？」

「あの夜は――」

「や、やっぱり聞かない！」

　慌てて手を伸ばし、伊吹の口元を覆う真似をした。

　記憶にない〝キスの先〟にある睦事を話して聞かされるなんて、辱めもいいところだ。

「覚えてないなら、再現しようか？」

　伸ばした手を彼に掴まれた。

「……え？」

　伊吹の眼差しが瑠璃を射る。それまで笑っていたくせに、急に真顔になるのは反則だ。

　からかっているのか、それとも本気なのか。

　眼差しに熱っぽさを感じるのは、瑠璃の思い込みなのかもしれない。

　でも、どうやら本気だったようだ。伊吹は瑠璃との間合いをぐっと詰めた。

「どうする？」

　問いかけているはずなのに、伊吹の求める答えはひとつしかないように聞こえる。少しかすれた低い声が体を疼かせた。

　伊吹を好きだから、キスもその先もしたいと願う。ずっと好きだった人と結ばれたのに、その夜を覚えていないからなおさら。

　たとえ彼の気持ちがそこになくても、七年分の想いを体ごとぶつけたい。

「……この前の夜みたいにして」

　恥ずかしさを押し殺してねだった瞬間、瑠璃の視点が九十度傾く。伊吹に押し倒されたのだ。

　ソファに組み伏せられ、視界が彼で埋め尽くされる。間近で見つめられ、瞳が揺れるのを止められない。

「いぶ――」

　名前を呼ぼうとした唇は、彼の唇で塞がれた。

　擦り合わせ、優しく食む彼にされるがまま。伊吹とキスをしている現実に酔いそうになる。

　意識を保つために彼に繋がれた手をぎゅっと掴むと、伊吹は瑠璃の手を開き指先を絡めてきた。

　指の股をゆっくり交差させる官能的な仕草が否応にもキスの先を想像させ、瑠璃の鼓動をさらに押し上げる。

　きっとすぐにキスも深くなる。

　そう思った矢先、伊吹が唇を解放した。

　止めないで。

　名残惜しさを眼差しに込める。

「前回の夜はここまでだ」

　言っている意味がわからず、とろんとなりかけた瞳をまたたかせる。

（ここまでって……キスしかしてないの……？）

　予想もしない言葉を投げかけられ、頭は真っ白。

　伊吹は瑠璃を組み伏せたまま、しっとりとした眼差しではっきりと否定した。

「セックスはしてない」

（……してない？）

　はっきりと単語で言い表されて頬がカーッと熱くなったが、今気にすべきポイントはそこではない。

「だ、だけど私、裸だった……よ？」

　翌朝目覚めたとき、伊吹が貸してくれたであろうシャツの下はなにも着けていなかった。

　隣に男が寝ていれば、いかにも情事のあとのシチュエーションだ。

「抱いてって、瑠璃が自分でいきなり服を脱ぎはじめた」

「う、嘘」

「ほんと」

　経験もないくせに、なんて破廉恥な。恥ずかしすぎて言葉が出てこない。目を見開き、全身が凍りつく。

「……でも伊吹くん、『まさか覚えてないのか』って」

　いかにもふたりが〝した〟ような言い方だ。瑠璃が勘違いするのも無理はないだろう。

「抱いてって迫って服を脱いだことを覚えていないのかって意味」

「そんな……！　私はてっきり――」

「セックスしたと思ったって？」

「連呼しないで」

　一度ならず二度までも直接的な言葉を浴びせられ、頬だけでなく耳まで真っ赤になるのが自分でもわかった。

「アルコールで意識が怪しい瑠璃をどうこうしようとは思わなかったけど、まさかキスの途中で寝落ちするとはね」

「それはその、酔っぱらってたから」

「飲みすぎなんだよ」

　指先で額をピンと弾かれた。

「……ごめんなさい」

　あそこまでお酒に溺れたのは初めて。伊吹との再会で浮かれて、はしゃぎ過ぎてしまった。

　しかし、まさか〝していなかった〟とは。あの朝、目覚めたとき以上の衝撃だ。

「それで、このあとはどうする？」

「どうするって……。するつもりじゃなかったの？」

「この前の夜の再現は終わったけど？」

　伊吹が、意地悪な目をして瑠璃を見下ろす。反応を楽しんでいる顔だ。

　でも……。

（ここまできて終わりにするのはイヤ）

　彼の気持ちはべつとして、積年の想いを体の結びつきだけででも遂げたい。つい先ほどそう願い、覚悟だってした。

　だから再現してとお願いしたのだから。

「キスの続きが欲しい」

　恥ずかしさを押し殺してねだる。さも経験豊富なふりをして。

　割りきった大人の関係だってできる年齢になったのだと、彼に知らしめたい。もう高校生の頃の瑠璃ではないのだと。

　伊吹が微笑む。どことなく困ったように見えたのはなぜだろう。

「お望み通りに」

　伊吹の手が瑠璃の頬に触れると同時に、彼の瞳に劣情が滲んだ。

　親指で顎を押され、惰性で開いた唇の隙間から彼の舌が忍び込む。

「んっ……」

　ぬるりとした感触が瑠璃の舌に絡みつき、上から下からしごかれる。先ほどまでの優しいキスとは違う。唇ごと食べられるような、奪うようなキスに早くも息切れを起こしてしまう。

　どうしたらいいのかわからず、彼にされるまま口腔内を明け渡し、好き勝手に動く舌に翻弄されるばかり。尖らせた舌先で上顎をくすぐられ、鼻にかかった甘い吐息が漏れた。

「もっと舌を出せ」

　情欲にまみれた命令に抗えない。命じられるまま舌を出し、絡ませ、吸いつく。

　高校生のときにした、触れるだけのキスとはわけが違う。お互いの唾液が混ざり合い、息を弾ませ陶酔の世界にのめり込んでいく。

　体の中心がものすごく熱い。

　キスの気持ちよさが瑠璃の体の強張りを解いていくのに合わせ、頭がぼんやりと霞み、ただ伊吹の存在だけを感じる。神経はすべて唇に集まり、ただただ必死に応えた。

　繋がれていた片方の手が解放されていたことに気づいたのは、素肌に伊吹の手が触れたときだった。Ｔシャツの裾から侵入を果たした指先がウエストラインをなぞったのだ。

　反射的に目を開けると、すぐそこに彼の瞳があった。

　キスが解け、代わりに唇に彼の熱い吐息がかかる。

「瑠璃」

　名前を呼ぶ声だけで気が遠くなる思いがした。

　情感を込めたように聞こえるのは、これからふたりの間に訪れる甘い展開のせい。愛があるわけでは決してない。

　勘違いしたらダメだと、逸る鼓動を宥めにかかる。

　もう一度重なった唇に優しいキスをされているうちに、ふと胸に解放感を覚えた。ブラジャーのホックが外されたのだ。

「ちょっと待って」

　思わず彼の手を掴む。

「今さらなに」

「……やっぱり恥ずかしい」

　強い眼差しに見つめられ、不自然に目を逸らす。

「この前は自分から裸になったくせに」

「それは言わないで……！」

　その行いほど恥ずかしいものはない。

「お酒を飲んでからにすればよかった」

　そうすれば少しは羞恥心をごまかせたかもしれない。お酒の勢いでガードを緩くできただろう。

「それは却下。飲みすぎて寝落ちさせてたまるか」

　伊吹の言い方に瑠璃への執着を感じて、鼓動がドクンと反応する。

　でもそれは違うのだ。伊吹が求めているのは瑠璃の心ではなく、抱き合う行為だけ。本能的なものにほかならない。

　伊吹は音を立てて唇を軽く吸ったあと、頬を伝い耳朶を甘噛みした。

　くすぐったさに身をよじると、その唇はそのまま首筋に移動し、キスの雨を降らしにかかる。時折強く吸いつつ、忍び込んでいた手は、覆う力のなくなったブラジャーのカップをずらし、瑠璃のやわらかな膨らみを包み込んだ。

　瞬間、瑠璃の唇から切羽詰まったような息が漏れた。

「――っ」

　しばらくの間、その丸みを楽しむように揺すったり、軽く揉んだりしていたが、不意打ちで小さな蕾を指の腹でくにゃりと押し潰した。

「ぁ、やっ……」

　吐息に色がつき、甘ったるい嬌声が漏れる。

「こんなに硬くして」

「そんなの知らない」

「キスだけで感じた？」

　たぶんそうなのかもしれないが、首を横に振って否定する。

「いつまで強がっていられるか楽しみだ」

　挑戦的にニヤリと笑い、伊吹は唐突にシャツをまくり上げた。ツンと上を向いた先端を口に含む。










[image: ]










「あぁっ……ん、やぁっ……」

　背中が弓なりになり、胸を突き出す格好になる。伊吹は幸いとばかりに両方の胸を鷲掴みにし、朱く色づいた蕾を左右交互に舐めはじめた。

　いっぽうを硬くした舌先で転がされ、もういっぽうを指先でくにくにと弄ばれる。形が変わるほどに胸を揉まれて先端はさらに色づき、ぷっくりと膨れ上がった。

　下腹部が痺れ、もどかしさが募っていく。足を擦り合わせるが、一向に解消されない。

「こっちも触ってほしいだろ」

　彼の指先が胃の上を滑り、おへそを通り越していく。ハーフパンツの上から茂みのあたりでくるりと円を描いた。

「ち、ちがっ」

　首を左右に振るが、伊吹は口角を上げて微笑んだ。確証を掴んでいる顔だ。

　ハーフパンツを引き下ろされ、「きゃっ」と小さな悲鳴が漏れる。

「きゃってなんだよ」

「だってパンツ！　見られたら恥ずかしい！」

　露わにされたのは、なんの変哲もない薄ピンクのショーツ。かろうじてブラジャーとのセットだが、伊吹とこんなことになるのがわかっていれば、もっと色っぽい下着を用意したのにと悔やんでならない。

「パンツよりもっと恥ずかしいところを見せてもらうんだけど？」

　伊吹の言葉にハッとする。

　たしかにその通りだ。これまでずっと秘めてきた部分を大好きな伊吹に暴かれてしまう。

　自分でだってよく確かめたことはないのに。

「恥ずかしがるような歳じゃないだろう？」

　たぶん伊吹は、瑠璃が処女とは思っていない。二十五歳にもなれば、恋愛の一度や二度、経験しているだろうと。男を知らないはずはないと。

　でもそれがいい。処女だと知ったら、きっと抱いてもらえない。

　重い女はあとあと面倒に思われるだけ。慣れている態度を見せなければならない。

「それに、ここはきっと……」

　伊吹の指先がショーツの上から割れ目をなぞる。

「ひゃあっ」

　不意を突かれて腰がびくんと跳ねた。

「ほら」

「……なにが？」

「濡れてる」

　伊吹が瑠璃の顔の前で指先を擦り合わせる。

「し、知らないっ」

「俺に胸をいじられて気持ちよかったんだ？」

　すべてお見通しと言わんばかりの目は細められた。

「伊吹くんの意地悪！」

　ふいと顔を背けた隙を突き、伊吹の指先がショーツの脇から入り込む。ぬるりとした感触は嫌でもわかった。

「ほら」

　伊吹が〝濡れてるだろ？〟と暗に含める。

　いくら処女でも、瑠璃だってこういうときに女性の体がどういう反応をするのかくらいは知っている。自分が今どんな状態なのかは簡単に想像がついた。

　彼の言う通り、そこは潤っている。でもそれを簡単に認められないのが、天邪鬼な瑠璃である。

「そんなことないから」

　事実は明白だろうが、どうしても素直になれない。

　心が通い合い、相思相愛なら違ったかもしれない。七年も引っ張った初恋はすっかりこじれてしまった。

　思うままに好きと言えたら、どれだけ心が楽だろう。

　おそらく多くの人が、それなら言えばいいのにと呆れるに違いない。でも気持ちを打ち明けて、彼が怖気づくのは避けたい。伊吹と体の繋がりだけでも持てるせっかくのチャンスを失うのは嫌なのだ。

「瑠璃が認めないなら、俺が嫌でも認めさせてやる」

　逆に彼の闘志に火をつけてしまったか。伊吹は忍び込ませた指先を潤んだ部分で動かしはじめた。

「あっ、んん……っ」

　摩擦のない滑らかな動きは、そこが十分に潤っている証。彼の指は襞をかき分け、蜜海を自在に泳いだ。

　くちゅくちゅという音が嫌でも瑠璃の耳に届く。

「これでも濡れてないって？」

　どうしても瑠璃に認めさせたいようだ。伊吹はショーツから引き抜いた指を瑠璃の目の前で開いた。

　人差し指と中指の間でぬるついた液体が糸を引く。それは照明にあたってきらめいた。

　あまりにも卑猥な光景から咄嗟に目を背ける。

「まあいい。じっくりわからせてやる」

　伊吹はそう言うと、ひと思いにショーツを引き下ろして足から引き抜く。そして瑠璃の膝を立たせ、大胆に開脚させた。

「え!?　ちょっと待って！」

「待たない」

　あまりにも素早い動きに瑠璃が遅れを取る。もっとも恥ずかしい部分を明るい光の下に晒されてしまった。

　覆うために伸ばした手は、彼の片手にたやすく包囲される。

「隠したらできないだろ」

「だけどっ」

「観念して俺に見せろ」

「伊吹くんのエッチ」

「エッチなことをしたいと言ったのは瑠璃じゃなかったか？」

　ぐうの音も出ない発言に、瑠璃は押し黙る以外にない。

　伊吹は瑠璃の言いがかりに構わず、そこに顔を近づけた。

「やっ、なにするの!?」

「なにって、ここを舐めるんだよ。いちいち反応するな」

　閉じようとした足が伊吹に制される。先ほどよりも大きく開かれてしまった。

　慣れているふりをしようにも、羞恥が勝って失態ばかりだ。

「汚いから」

「シャワー浴びただろ。それに瑠璃のここ、めちゃくちゃ綺麗だから心配するな」

「綺麗って！」

「ごちゃごちゃ言わずに感じていればいいから」

　言うなり伊吹は瑠璃の秘めた部分に顔を埋めた。

「やあっ……」

　肉厚の舌があてがわれ、頤を逸らす。浮きかけた腰は彼の腕にがっちりと押さえられた。

　指とはまったく違う。生あたたかく、ぬるついた感触がぴちゃぴちゃと音を立てて瑠璃の秘部を動き回る。

「ぁ、んん……っ、ふ……」

　まるで予測のつかない動きに甘い吐息が漏れるのを止められない。ソファのへりを掴み、自我を保とうとしていたそのとき。

　薄い茂みのすぐ下で身をひそめていた小さな蕾を舌先で弾かれた。

「ああっ!!」

　これまでとはまるで違う鮮烈な刺激が瑠璃を襲う。頭からつま先まで電気が走ったような感覚だった。

　伊吹はそこを舌でこね回し、唇で含んでは軽く吸う。

「や、伊吹く……やめ、て……ぁん」

　未知の刺激に体は波を打ち、ソファの背もたれに投げ出した足が宙を掻く。あまりの気持ちよさに我を忘れそうになっていると、伊吹は蜜穴にそろりと指の侵入を試みた。

　まだ誰も迎え入れたことがないため、つい体が強張る。

　でもここで不自然な態度をとれば、伊吹は絶対にその先には進まないだろう。息を飲んで怖さを押し殺した。

「……狭いな」

　彼のひと言にギクッとせずにはいられない。

　どうか未経験だとバレませんようにと強く祈る。

「瑠璃」

　伊吹は途中まで挿入した指を引き抜き、瑠璃の顔を見た。

「ひとつ聞くけど」

「な、なあに？」

　取り澄まして聞き返す。

「もしかして初めて？」

　伊吹の言葉が瑠璃の胸を強烈に射貫いた。

　思いきり目が泳ぐ。経験豊富な彼を欺こうとした自分の愚かさを呪った。

「どうりで反応がいちいち初心なわけだ」

　どことなく呆れているようにも見えるが、伊吹の感情が読めない。

「……ここでやめるの？」

　それは瑠璃がなによりも恐れることだった。

　伊吹と体の繋がりだけでも欲しいと願ったが、やはり無謀だったか。

「初めてはこんなふうに行き当たりばったりで喪失するものじゃない」

「そ、そんな、私は大丈夫だから」

　それに行き当たりばったりではない。瑠璃はきちんと覚悟だってしている。

　この前の夜のように成り行きや流れでこうなったわけではないのだ。

「焦るなって」

　伊吹の手が瑠璃の髪をくしゃりと撫でる。

　焦って当然だ。伊吹と繋がれる一歩手前まできたのに、こんなところで終わりなんてあんまりだ。

「でも、瑠璃もこんな状態じゃ終われないだろう。挿れないでイカしてやる」

「え!?」

　驚いているうちに、伊吹は再び瑠璃の下腹部に顔を埋めた。

「伊吹くん、待っ――あん……っふ、や……！」

　皮を剥かれて剥き出しになった花芽を伊吹の舌が転がす。指は浅瀬を行き来し、決して深い場所を目指そうとしない。

　好意のない男に処女を奪われたらかわいそうだという、教え子への情けなのか。

　そうだとしたら、そんなものはいらないと突っぱねたいのに。いっそこの場で最後まで奪ってくれたらいいのに。

　伊吹とだからこそそうしたいのに、素直じゃない唇はそんな想いを吐き出せない。

　言葉を発する余裕がないのも事実。瑠璃は伊吹の舌と指に翻弄され、前後不覚の状態に陥っていた。

「ね、伊吹く、ん……頭がおかしくなっちゃ……もうやめ、てっ……」

　絶えず与えられる刺激が瑠璃を官能の渦に飲み込もうとしていた。

「そのままイケばいい」

「イクなんてわかんないしっ」

「自分でいじったこともないのか」

「そんなのしてない……！」

　首を横に激しく振り、押し寄せる快感をなんとか散らそうと試みる。しかしお腹はひくつき、伊吹の舌技に体がうねるのを止められない。

「素直に感じて、気持ちがいいのを我慢しなければイケる。ほら」

　イケとばかりに伊吹の舌の動きが速くなった。片方の手が胸元に伸び、硬くなった尖りを摘まんだり転がしたりする。

　輪をかけていく快感に抗えず、瑠璃を今にも解放しようとしていた。

　どこへ向かっているわけでもないのに、高いところに上っていく感覚。呼吸は浅くなり、甘い吐息も小刻みになる。

　見えないものに体ごと押し上げられ、高く高く連れていかれた。

「いぶっ……ああん、もう……ダメぇっ、や……ああぁぁぁぁ！」

　なにかが弾け、体がびくんびくんと痙攣する。それが収まると、今度はふわふわとした心地に包まれた。

　高いところから舞う花びらのように、ふわりふわりと浮いている感じだ。

「上手にイケたじゃないか」

　伊吹は瑠璃の蜜にまみれた指先をペロッと舐め、妖艶に笑う。

〝そんなもの舐めないで〟と止める力はなく、潤んだ瞳でただ彼を見つめた。

　呼吸が徐々に落ち着き、伊吹に抱きかかえられて体を起こす。

「処女じゃダメなの？」

　伊吹と繋がるには、処女をどこかで捨ててこなければダメなのかと悲観的な気分になる。

「違う。こんな状況で喪失していいものじゃない」

　大事に考えてくれているとも思える発言だが、彼の真意は掴めない。

〝俺じゃなく、べつの男にしろ〟と言われているようにも聞こえた。

















痛みに胸を焦がして












　瑠璃のついたため息が、出勤後すぐにやってきたレストルームに響く。洗面台で手を洗い終えた瑠璃は、鏡に映る自分の顔にぎょっとした。

　顔色は冴えないし、死んだ魚のような目をしていたのだ。

（……ひどい顔）

　無理して笑ったが、今度は気味の悪い顔に仕上がった。なんにしても表情が晴れやかになる気配はない。

　突然の雨に見舞われて伊吹のマンションに連れられた夜から三日が過ぎた。

　願った通りにキスの先に進んだのに、結局は中途半端なところで切り上げられるという散々な結果である。タイムアップを知らせるブザーのように、乾燥機がピーピー音を立てて止まったのが合図。乾いた洋服に着替え、伊吹に自宅まで送り届けられた。

　瑠璃が不安視していた通り、処女だから避けられたのだ。手軽に遊ぶにはリスクがある。割りきった関係には不向きだと。

　初恋は実らないものだとわかっていても、七年もの歳月がそう簡単に気持ちを切り替えさせてはくれない。

　彼の車を降りる間際、連絡先を交換しようと言った伊吹の意図もわからない。

　処女を捨てたら連絡をよこせという意味なのか。そうしたら抱いてやるという意思表示なのか。

　高校時代に感じた彼とのギャップは相変わらず埋められず、未だに大人と子どものようだ。

　瑠璃が鏡に向かってしょんぼりしていると、レストルームのドアから人が入ってくる。鏡越しに目が合ったのは小柳慶子だった。

「瑠璃ちゃん」

　綺麗にネイルを施された指先をチラチラと振り、美しい笑みを浮かべる。

「お疲れ様です」

「体調でも悪いの？　顔色があまり良くないけど」

　洗面台に近づいた慶子が瑠璃をしげしげと見る。

「いえ、大丈夫です。ちょっと寝不足なだけですので」

「そう？　それならいいけど。あ、そういえば、伊吹くんの会社、今度うちのシステムを担当するんですってね」

「はい、そうなんです」

　トリッパーの予約システム刷新をアクセシアに依頼すると決まったのは昨日だ。予約関連だけでなく、全般的な見直しになるため人事部の慶子の耳にも入ったようだ。

「それにしても、伊吹くんが瑠璃ちゃんの家庭教師をしていたなんて世間って狭いのね」

「そうですよね」

「付き合っていた当時、伊吹くんを挟んで瑠璃ちゃんと繋がっていたと思うと不思議」

　慶子の言葉の一部分に耳が反応する。

「……慶子さん、伊吹くんとお付き合いされていたんですか？」

　親しげな様子から、もしかしてとは思ったが、やはりそうなのか。

　伊吹の好みが慶子のような洗練された美女では、瑠璃は一生彼好みの女にはなれない。

「ああ……うん、じつはね。大学を卒業してからもしばらくアメリカと日本で遠距離恋愛を続けてたんだけど、すれ違いでうまくいかなくなっちゃって別れたの」

　だとしたら当時、伊吹は恋人がいるのに瑠璃にキスをしたことになる。

（伊吹くん、そういう人だったの……？）

　美しい恋人がいても、ほかの女性からキスをねだられたらできてしまうのか。

　慶子が元カノだという打ち明け話とのダブルショックだ。

「そうだ、瑠璃ちゃんにだけ言っちゃおうかな」

　どことなく嬉々とした様子で慶子がはにかむ。

「……なんでしょうか」

「じつは私たち、また付き合うことになったの」

「えっ……」

　思いも寄らない報告だった。

　元カノどころの話ではない。ふたりは現在も恋人同士なのだ。

「この前、再会したでしょう？　あの夜に彼と会って」

　信じられない。

「……あの日に？」

　聞き返した瑠璃に慶子は「ええ」と頷いた。

　三日前のあの夜の時点で、すでに慶子というれっきとした恋人がいたなんて。

　驚きすぎて言葉も出てこない。

　それなのに伊吹は瑠璃とキスをして、さらにその先にまで進もうとしていた。

　最後の最後に踏みとどまったのは、慶子への裏切り行為を最小限にするためだったのだろうか。繋がらなければ浮気のうちに入らないという、瑠璃には理解しがたい考えなのか。

　情熱的なキスをして瑠璃を翻弄しておきながら、瑠璃に快感を植えつけておきながら、心には慶子の存在があったなんて。

　衝撃的な事実を聞かされ平静ではいられない。呼吸が浅く速くなり、胸が苦しくなる。

「瑠璃ちゃん？　大丈夫？」

　瑠璃の背中に手を添え、慶子が顔を覗き込む。長い睫毛が心配そうにまたたいた。

　美しい切れ長の瞳が、どこか探るように瑠璃の目を見つめる。

「……はい。ごめんなさい、私、仕事に戻らなきゃならないので。失礼します」

　頭を下げ、レストルームを足早にあとにした。

　伊吹にとっては、キスもその先も大した行為ではなかった。頭ではわかっていたはずなのに、突きつけられた事実に打ちのめされる。

　高校時代にたった一度だけ交わした口づけに七年間も縛られ、忘れられずにいた自分があまりにも惨めで情けない。

（再会なんてしなければよかった）

　そう思わずにはいられない。

　あの夜あそこで会わなければ、ずっと綺麗な思い出のままでいられただろう。こんな形でファーストキスの裏側を明かされずに済んだはずだ。

　深く落ち込んだ気持ちは浮上しないまま、その日の午前中の仕事を終えた。






　瑠璃は普段お弁当を持参し、社内にある休憩室でお昼をとっているが、たまに同僚たちと近くのレストランに足を運ぶときもある。

　今日はわいわい食べる気分になれず、ひとりでカフェに入った。よく行くそこは木のぬくもりがある落ち着いた雰囲気の店で、瑠璃のお気に入りのひとつである。

　看板メニューの焼きチーズナポリタンを注文し、窓際のテーブルで歩道を歩く人たちをぼんやり眺める。

　慶子との会話が蘇ってきたため、頭を急いで振って追い出す。

（……そうだ。連絡先、消したほうがいいかな）

　バッグからスマートフォンを取り出し、連絡先を開いた。

　この前の夜、交換したばかりの伊吹の名前をタップして表示させる。まだ一度も使っていないため、通話履歴もメッセージも残っていない。

　潔く消すのが自分のためだと編集をタップし、赤字の〝連絡先を削除〟に触れようとしたそのとき、「ここ、空いてる？」という声が上から降ってきた。

　顔を上げると、そこにいたのは同期の白川だった。

　ひとりで食べたい気分だったが、ぐるっと見回した店内は満席。女性スタッフが「よろしいでしょうか？」と申し訳なさそうにしていた。

　断るのは非情だと諦めて「どうぞ」と了承する以外にない。

「サンキュ。悪いな」

　白川はいそいそと椅子を引いて腰を下ろし、すぐさま瑠璃と同じく看板メニューの焼きチーズナポリタンを注文した。

「元気ないけど、なにかあったのか？」

　会社で前の席にいる白川にはバレていたらしい。かといって初恋がいよいよ終焉を迎えた話をしても、彼は面白くもなんともないだろう。

「特になにもないよ」

「嘘つけ。笑顔がトレードマークの藤島さんが、今日は朝からにこりともしてない」

「気のせいだよ」

　口角を引き上げて笑ったが、白川に「顔が引きつってる」と言われてしまった。虚勢は通じないようだ。

「よし、気晴らしに今夜飲みに行こうぜ。しょうがないから付き合ってやる」

「しょうがないってなに」

　鼻からふっと息を漏らしながら笑う。

「俺と飲めるなんて光栄だと思ってくれ」

　胸を張る仕草がおかしくて、さらに「ふふ」と笑みが零れた。

「ってのは冗談だけど、たまには同期同士の親睦を深めるのもいいだろ？　同期だからこそ話せることもあるし。恋愛相談だって任せろ」

「白川くん、社内でも人気者だもんね」

　バレンタインデーには抱えきれないほどのチョコレートが彼の元に集結する。

「恋愛マスターと呼んでくれ。……ま、好きな相手には好きになってもらえないんだけどね」

「そうなの？　白川くんなら簡単に振り向かせられるでしょう？」

「買い被りすぎ。どうしたら相互通行になるのか藤島さんに聞きたいくらいだ」

「恋愛マスターを豪語してるのに？」

　瑠璃がクスクス笑うと、白川は「ほんとだな」と肩をすくめておどけた。

　彼と話しているうちに、いくらか気持ちが軽くなったのを感じる。やはりひとりで思い悩んで内に引きこもるより、人と話して発散したほうがいいのだろう。

「で、どうする？　行く？　行かない？」

「行かせていただきます」

　両手を膝の上にそっと置き、かしこまって頭を下げる。

「よし、そうこなくっちゃ」

　白川はぱぁっと顔を輝かせた。

　その後、運ばれてきた焼きチーズナポリタンを前に「いただきます」と揃って手を合わせ、コクのあるパスタを堪能してランチタイムを終えた。






　白川のおかげで気持ちの切り替えができ、午後の仕事を順調に終えた瑠璃は待ち合わせ場所のビルのエントランスで、手持無沙汰にスマートフォンでネットトピックを読んでいた。

　特に興味のあるわけでもない記事を飛ばし読みしていると、不意に瑠璃の視界の隅に真っ赤なパンプスが映り込む。

　顔を上げて、ドキッとする。慶子だった。

「瑠璃ちゃん、誰かと待ち合わせ？」

「あ、はい。ちょっと同期の友人と」

「朝の話なんだけど、伊吹くんとのことはみんなには〝これ〟ね」

　そう言って慶子が自分の唇に人差し指を立てる。内緒と言いたいみたいだ。

「アクセシアとはこれから取り引きがはじまるし、仕事がしづらくなったら困るから」

「……はい、わかりました」

　伊吹とよりを戻し、幸せいっぱいの表情が、瑠璃の胸をちくっと刺した。

「これから伊吹くんと会うの」

　聞いてもいないのに慶子がうれしそうに打ち明ける。

「とはいっても、大学時代の友人も何人か一緒なんだけどね。久しぶりにみんなで会おうってなったの」

「そうですか」

　そのあと、伊吹は慶子を連れて自分のマンションに帰るのかもしれない。

　そう想像して胃のあたりがキリキリ痛い。

「それじゃ、お先にね」

　指先をひらひら振り、慶子が踵を返す。大人の女のイメージそのものの、深みのある芳醇な香水が香った。

　完敗。瑠璃には敵いっこない。

　美しい歩き方で去っていく彼女の背中を複雑な表情で見送っていると、白川がやってきた。

「お待たせ。……って、なに死にそうな顔してんだよ」

「死にそうって、ひどい。ちゃんと生きてます」

「じゃあ腹が減ったんだな。ほら、行くぞ」

　白川に腕を掴まれ歩きだす。太陽は落ち、代わりにネオンが彩る街並みは多くの人が行き交っている。

　白川が目指す店は、そう遠くないところにあるらしい。電車に乗らず歩いて向かうと言う。彼に誘導されて足を進め、十分としないうちに目的地に到着した。

　商業ビルの十二階までエレベーターでノンストップ。降り立った先の看板にはハワイアンレストランとあった。

　店内は広く、大きな窓の向こうに歩いてきた街並みの光が広がる。

「テラス席からの眺めがいいからそっちにしよう」

　白川の提案に頷き、スタッフに先導されてテラスへ出た。

「わぁ、気持ちがいいね」

「だろう？」

　十月も後半になるが、夜風はそれほど冷たくない。十二階の高さのため、街を歩いていたときよりも幾分気温は低いか。それでも寒さを感じるほどではなかった。

　木目調で統一されたテラスにはヤシの木やココナッツのオブジェが、看板に謳われている通り南国を思わせる。

　シラスのグリーンサラダやマグロのポキ、ガーリックシュリンプなどの料理を注文し、すぐに運ばれてきたコナビールで早速乾杯した。

「で、藤島さんはなにを悩んでるんだ？」

　喉を鳴らしてグラスの半分まで一気に飲み干した白川が切り出す。

「いきなりですか」

「そう、いきなり。問題点は早期解決がモットーの恋愛マスター」

　ポンとひと叩きして胸を張る。ご満悦の表情でにっこり笑った。

「でも好きな人には好きになってもらえてないんでしょう？」

「痛いところを突くね」

　肩を上げ下げしておどけた顔をする彼に瑠璃は笑い返した。

「相思相愛になるのって難しいね」

「まさにそれ。矢印はいつまで経っても一方にしか向かないんだよな。相互通行になる方法があるなら教えてほしい」

「あれ？　恋愛マスターじゃなかったっけ？」

　教えるほうでなく教えを乞うのかと冗談交じりに暗に含める。

「あ、ほんとだな。へなちょこマスターに改名するか」

「白川くんはへなちょこではないよ。優しいし」

「それは褒め言葉じゃないと言っておこう」

　瑠璃は賞賛したつもりだが、白川はそう取らないようだ。

　でも確かに〝優しい人〟や〝いい人〟と評される人が友達止まりだというのはよく聞く話である。

（伊吹くんは……）

　無意識に伊吹の顔が思い浮かんだが、頭を振ってやり過ごした。――が、目線の先に実物が見えた気がして、心臓がドクンと音を立てる。

　一瞬幻影かとも思ったが、そうではない。少し離れたテーブルに伊吹がいた。隣には慶子がいて、ほかにもふたりの男女が一緒だ。

　慶子から伊吹と会うと聞いていたが、まさか店が一緒だとは思いもしない。

　そのテーブルから目を離せず凝視し過ぎていたせいか、伊吹が瑠璃の視線に気づき目を見開く。さっと目を逸らしたが、コンマゼロ秒遅れをとってしまった。

「藤島さん？　どうかした？」

　異変に気づいた白川が瑠璃の視線を辿って振り返る。

「アクセシアの鷲見さんじゃないか」

「あ、うん……」

　伊吹は席を立ち、友人たちにひと言断ってこちらに向かってきた。

（なんで。どうして）

　そわそわして落ち着かない気持ちになる。

「藤島さん、こんばんは。こんなところで会うなんて奇遇だね」

「……そうですね」

　目を泳がせながら彼から視線を外す。

「鷲見さん、こんばんは。先日は大変素晴らしいプレゼンでした」

　伊吹は、立ち上がって挨拶をする白川を見た。

「失礼しました。あなたもトリッパーの方でいらしたんですね」

　プレゼンには多くの人間が参加していたため、白川の顔を覚えていなくても当然だろう。

「藤島さんと同じくＤＸ推進部に所属してます、白川と申します」

　彼の名前を聞き、伊吹が聞こえないほどの小さな声で「白川？」と呟く。かすかに表情が険しくなった。

「すみません、今名刺を持ってなくて」

　しばらくポケットを探っていた白川が頭を掻いて謝罪する。

「いえ、プライベートですからお気になさらず。お邪魔して申し訳ありませんでした」

　伊吹は最後に瑠璃にチラッとだけ目線を向け、一礼して自分のテーブルに戻っていった。

　それからの瑠璃は白川との話はうわの空。アクセシアが導入するＡＩの話を中心とした仕事や会社の人たちの話題にも曖昧な返ししかできず、頭にほとんど入ってこなかった。






　およそ二時間後、会計を済ませて白川と店を出てエレベーターを待っていると、伊吹が追いかけてきた。

　白川がいる手前か、「藤島さん」と呼び止める。

「先に下に行ってるよ」

　なにかを察したのか白川はひと言言い置き、到着したエレベーターにひとりで乗り込んだ。

「家まで送ってく」

「なに言ってるの？」

　慶子や友達が一緒だというのに。それに瑠璃だって白川がいる。

「私のことなら気にしなくていいから」

「また酔っぱらってそのまま朝までコースか？」

「伊吹くんには関係ないでしょう？」

　慶子と付き合うのなら、これ以上かまわないでほしい。ほかの人を好きなのにキスやその先をできる伊吹を、たぶん瑠璃は一生理解できないから。

　最後までしなければ浮気にならないのが大人の恋愛なら、瑠璃は子どものままでいい。

「なにを拗ねてるんだ」

「拗ねてなんかない。私、行くね。白川くんが待ってるから」

　再びやってきたエレベーターにぴょんと乗り込む。

「瑠璃！」

　伸ばしてきた伊吹の手を振り切り、閉ボタンを押した。

　もしかしたら伊吹は保護者気分でいるのかもしれないと、ふと思う。二十五歳にもなって処女の瑠璃を大人として扱えず、家庭教師をしていたときの感覚で自分の生徒として接している。だから恋人の慶子と一緒に食事をしている最中なのに、瑠璃を自宅まで送っていくなどと言えるのだろう。

　ビルの外で待っていた白川に合流して歩きだす。

「藤島さんの悩みの種って鷲見さんか」

「……わかっちゃった？」

　あれだけ挙動不審な態度をとっていれば気づかれてあたり前だろう。

「ほんと恋って難しいね」

「だな。ほかに目を向けてみるのも、たまにはいいかもしれないけど」

「べつの人ってこと？」

　隣を歩く白川を見上げると、頷いて返された。

「たとえばそうだな……俺とか？」

「ええっ、白川くん？　でも白川くんも好きな子いるじゃない」

「それが――」

「あ、ごめん、電話だ」

　白川がなにかを言いかけたが、バッグの中でヴヴヴと着信を知らせるスマートフォンに気づいた。

　画面に表示された〝お母さん〟の文字で、帰りが遅くなるという連絡を入れ損ねていたのを思い出す。

「ちょっとごめんね」

　歩道の脇に寄り、立ち止まる。電話の内容は予想した通り、帰りの遅い瑠璃を心配したものだった。

「白川くん、ごめん。私そろそろ帰るね」

「もう一軒行こうと思ってたんだけど」

「家が遠いから今夜はやめておく。誘ってくれてありがとう」

「そっか。わかった。こっちこそサンキュ」

　駅は道路を挟んだ向かい側。白川と信号で別れ、横断歩道を渡った。
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　伊吹が伸ばした手は空を切り、エレベーターの扉が閉まった。

　再会したホテルのバーで、たしかに感じた瑠璃の自分に対する好意はやはり幻だったのか。

　伊吹のマンションで彼女の口から漏れた〝白川〟の存在を目の当たりにし、柄にもなく動揺する。

（あの男を好きなら、なぜ瑠璃は俺に体を預けようとした？　それも未経験なのに）

　処女が煩わしかったのか。さっさと捨てたいとでも思ったのか。

　考えるほどに迷宮に入り込む。

　人並みに積んできたはずの恋愛経験が、なにひとつ役に立たないときた。

　七年前に封じた想いの清らかさか、はたまたその重さのせいか。今度こそ手に入れられると期待した反動が大きくて参る。

　最初の夜に瑠璃がチラつかせた男の影が伊吹を慎重にさせ、三十歳にもなって完全にこじらせていた。

「伊吹くん、このあとどうする？」

「俺たちはもう一軒行こうかと思ってるけど」

　トイレに行っていた三人が店から出てきた。

「……今夜はやめておくよ。また今度誘ってくれ」

「それじゃ私も帰ろうかな。伊吹くん、送ってくれる？」

　タクシーで少し回り道をするくらいかまわない。

　慶子に頷き、四人でエレベーターに乗り階下へ向かった。

　ふたりとは別れ、慶子とタクシーに乗り込む。行き先を告げ、シートに体を預けた。

「ね、伊吹くん、もしかして大学時代に好きだった子って……瑠璃ちゃん？」

　当時、慶子に想いを告げられ、好きな子がいるからと断った過去がある。

　イエスともノーとも言わずにいると、答えを察した慶子がクスッと鼻を鳴らして笑う。

「相変わらず素直じゃないな、伊吹くんは」

「相変わらずってなんだよ」

　真偽を答えなかったからといってイコールではないだろう。多少こじらせているのは認めるが。

「今でも好きなんでしょう。さっきの様子を見ていればわかる」

　ずっと好きだったかといえば違う。この七年のうちに何度か恋愛を重ねてきた。

　だが遠い昔に押し込めていた気持ちは昇華せずにそこに居座り、ずっと燻っていたのだろう。それが再会をきっかけに再燃した。

「だけど……」

　慶子が意味ありげに言葉を止める。前を向く目がどことなく虚ろなのは、さっきの店で飲んだアルコールのせいだろうか。

　彼女の顔を覗き込んだ。

「瑠璃ちゃん、さっき一緒にいた白川くんと付き合ってるんじゃないかな」

　前を見ていた目線が、ゆっくり伊吹に向けられる。反応を探るように、ふたつの瞳が揺れた。

「へえ」

「へえって」

「確証はないんだろう？」

「で、でも、あのふたり普段からとっても仲が良くて、白川くんが彼女を好きっていう話も聞いたことがあるし。瑠璃ちゃんも彼を信頼しきっている様子というか」

　慶子が早口でまくし立てる。

「でも噂や憶測の域を出ていない」

「そ、それはそうかも、しれないけど……。でもさっきも楽しそうにふたりでいたでしょ」

　ふたりが付き合っているという彼女の言葉にたじろがなかったと言えば嘘になる。しかし、恋人がいながら伊吹にキスをねだるなど、やはり考えられない。

　一度は伊吹も疑った。だが、あの瑠璃がそんな軽率な女性とは思えないのだ。

　彼女がなぜ伊吹に対して拗ねた態度をとっているのかだけが、どうしてもわからない。

　瑠璃が寝言で男の名前を漏らしたため慎重になり過ぎて、はっきり気持ちを伝えなかった伊吹の完全な落ち度ではあるが。

「心配してくれているのなら礼を言うよ。サンキュ」

「……心配してるわけじゃないのに」

　ぼそっと漏らした慶子の言葉は、伊吹の耳には届かなかった。
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　瑠璃が自宅に着いたのは夜の十一時を回った頃だった。

「遅くなるなら遅くなるで連絡くれなきゃダメじゃないの」

　手を洗ってリビングに顔を出すと、いの一番に母に叱られた。

　心配性のため、いい大人になっても瑠璃の世話を焼きたがる。

「ごめんなさい」

「いつもちゃんと寄越すのに今夜はなにもないから、事故にでも遭ったんじゃないかって心配していたのよ」

　リビングのソファにはお風呂から出たばかりの父、智之ともゆきがタオルでまだ濡れている髪を拭っていた。

　この頃少なくなった髪を気にして育毛剤でのマッサージを日課にしている六十一歳の父は、彫りの深い顔に笑みを浮かべて母を諭す。

「まぁ無事に帰ってきたんだし、いいじゃないか」

　助け船を出してくれた父に目で〝ありがと〟と伝え、自室に向かおうと階段のほうに足を向けると、「そうそう」と母に話しかけられた。

「瑠璃の家庭教師をしていた鷲見くん、日本に帰ってきているそうね」

　急に伊吹の話題を振られ、ドキッとさせられる。

「そ、そうなの？」

　足を止めて振り返ったが、ぎこちない表情になったのは否めない。でもいったいどこから入った情報だろう。

「みたいよ。彼をうちに派遣してくれた会社にお母さんの友達が勤めていたでしょう？　彼女から聞いたの」

　家庭教師を紹介してもらったのは、もともとその会社に勤めていた母の友人の付き合いだった。『瑠璃ちゃんにもどう？』というひと言がきっかけだ。

　礼儀正しい伊吹はすぐに両親の信頼を得て、夕食を食べて帰るときもあった。瑠璃の成績が伸びたとき、謝礼を渡そうとした父に伊吹は『アルバイト代はしっかりいただいているので』と辞退し、その謙虚さで彼の株はさらに上がった。

「ＩＴ企業を立ち上げたそうよ。立派になったのね」

「へえ」

「なんだ、気のない返事だな」

　知らないふりを通そうとしたら、かえっておかしな態度になったみたいだ。

「そんなことないよ。私、明日も仕事だからお風呂入るね」

　早々に切り上げて二階に向かった。






　翌日、会社ではアクセシアを招いた打ち合わせが行われた。

　ＡＩ導入のスケジュールや各所とのすり合わせが主な議題。瑠璃はいつものようにノートパソコン持参でミーティングに参加し、内容をまとめていた。

　昨日、あのあと慶子とはどうしたんだろう。マンションで朝まで過ごしていたのかな。

　でも、送ってくれると言った彼を突っぱねたのは自分なのだから、そんなふうに考えるのはもうよそうと頭を切り替えて説明に耳を傾ける。

　伊吹の顔を見たら気持ちが揺らぐため、そちらには極力目を向けずにパソコンに向かった。






　ミーティング終了後、全員が引き払った部屋から最後に出ようとすると、部長に連れられて真っ先に部屋を出ていった伊吹が戻ってきた。

「……お疲れさまでした」

　一礼し、彼を避けて部屋を出ようとしたが、腕を掴まれ引き留められる。

　伊吹がドアを閉めたため、意図せずふたりきりになってしまった。

「昨夜はちゃんと帰ったんだろうな」

　保護者みたいな言い方が癪に障る。

　伊吹は瑠璃の腕を掴んだまま、射貫くように見下ろした。

「伊吹くんに報告する義務、あるかな」

「義務ってなんだよ」

「私が誰と食事したって、伊吹くんには関係ないでしょう？」

「関係なくないだろ」

　それなら、どう関係があるのか教えてほしい。伊吹と瑠璃の関係は、元先生と元生徒。それ以外にあるとしたら、瑠璃が一方的に想いを募らせていた初恋の相手という程度だ。

「伊吹くんが気にしなきゃいけないのは慶子さんでしょ」

「……慶子？」

　伊吹が眉根を寄せて訝しむ。

　ふたりの関係をもう知っているのかと驚いたのだろう。

「やりなおすって決めたのなら、元生徒にいつまでもかまっていたらおかしいよ」

「やりなおす？　なんの話だ」

　伊吹の目が糸のように細くなる。

「ごまかさなくてもいいよ。慶子さんと付き合ってるのは知ってるから。大丈夫、私との間にあったことなら黙ってるから。心配しないで」

　自分の言い分だけを連ね、瑠璃は彼の手を振りほどいて部屋を出る。

　最後に横目で見た伊吹は唖然とした顔をしていた。たぶん瑠璃が慶子との関係を知っていたので驚いたのだろう。

　ノートパソコンをぎゅっと抱えるようにして自分を掻き抱く。

　本当の本当に失恋してしまった。今度こそ正真正銘、初恋への終止符。

　これでよかったのだと自分を納得させ、瑠璃はＤＸ推進部へ速い足取りで戻った。
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　たぶん慶子の仕業だろう。

　瑠璃がミーティングルームを飛び出すようにして去ったあと、伊吹もそこから出ると、少し先の通路に鶴岡とトリッパーのＤＸ推進部長がいた。

「忘れ物はありましたか？」

　伊吹は打ち合わせ直後、瑠璃が残っているのを見越し、話をするために『忘れ物をしたので』と部屋に戻っていた。

「いえ、私の勘違いでした」

　首をひと振りして、彼らと並んで歩きだしてエレベーターへ向かった。

「では、引き続きよろしくお願いします」

　トリッパーの部長と挨拶を交わし、扉を閉める。階下に呼んでおいたタクシーに乗り込んだ。

　スマートフォンを取り出し、メッセージアプリを開く。慶子とのトークルームに【今夜、会えないか？】と入力して送信。数秒後に既読がつき、【もちろんオッケーよ】と返信がきた。

　その後場所や時間のやり取りをしてスマートフォンを胸ポケットに入れると、隣から「デートの約束ですか？」と鶴岡が聞いてきた。

「盗み見したのか」

「違いますよ。窓の外を見ようと思ったら見えちゃったんです」

「その巧みな視線の使い方を仕事に生かしてくれるとありがたいんだが」

「……すみません。そう努めます」

　鶴岡は申し訳なさそうに肩をすくめた。






　その夜、伊吹は慶子と待ち合わせをしたフレンチレストランへ向かった。

　比較的格式の高い店だが気張ったわけではなく、個室があるため話の内容的にはうってつけだからである。

　黒を基調とした内装は品があり、凛とした静けさに満ちている。

　スタッフに案内され、個室のテーブルに着く。そこにはひとり分のカトラリーが用意されていた。

　ほどなくして慶子が案内されてやってきた。

「お待たせ」

　走ってきたのか息を弾ませている。

「帰る間際に仕事を頼まれちゃって、急いで終わらせてきたの」

　うれしそうに笑う様子からは、デートだと勘違いしているのが見て取れる。

　スタッフに引いてもらった椅子に座り、慶子はふとテーブルに不思議そうな目を向けた。

「ここで食事するわけじゃないの？」

　カトラリーがあるのは慶子の前だけ。伊吹の分はない。

「慶子に聞きたいことがある」

「……聞きたいこと？」

　明るい表情が一変、顔に影が差す。

「心あたりは？　もしかしたらあるんじゃないか？」

「え？　……なにもないけど」

　本当にわからないのか、それとも惚とぼけているのか。しかし一瞬だけ瞳が揺れたところを見ると、これから伊吹が話す内容の見当がついたのかもしれない。

「俺はいつ、慶子の元カレになった？」

「や、やだ、なに突然」

「俺たちに付き合った過去はないはずだ。もちろん今も。それなのになぜか瑠璃はそう思い込んでる。それも頑なに。そんな話を吹き込む人間といったらキミ以外には考えられない。違うか？」

　慶子はあからさまに生唾を飲み込んだ。大きな目をさらに開き、言葉を探して左右に揺れる。

「……瑠璃ちゃんがなにか聞き間違えたんじゃないかな。私、そんなふうに言った覚えはないもの。伊吹くんなら今、誰かと付き合ってるんじゃない？　って程度しか」

「本当か？　俺たちが付き合っているような言い方を瑠璃には絶対にしていないと？　過去に関係があったとも言っていないって？」

　目を逸らさず、強い視線で問い返す。

「ほ、本当なの」

「その言葉に嘘はないんだな？　今この場で白状すれば許す。だがもしも嘘だと判明した場合――」

「わかったから！　ごめんなさい、私よ、私」

　さすがにまずいと悟ったか、慶子は焦った様子で白状した。

「悪気はなかったの……」

「なんでそんな嘘をついたんだ」

　残念な気持ちがため息になって漏れ出る。

「伊吹くんが大学生のときに好きだったのが瑠璃ちゃんだって知って、また同じ理由で惨めな思いをしたくなかったの。伊吹くんと再会して、あぁやっぱり好きだなって思ったのに、今回もまた瑠璃ちゃんしか見えてないみたいだから……。本当に悪気はなかったの。それは嘘じゃない」

　慶子がテーブルに身を乗り出し、「信じて」と繰り返す。

　大学四年の頃、慶子に想いを打ち明けられたことがあった。後輩の面倒見がよく、同じサークル内ではお姉さん的存在の慶子に憧れる男子学生は大勢いた。

　いい子だなと思ってはいても伊吹にとって慶子は友人でしかなく、瑠璃に対する恋情とは異質のもの。瑠璃に想いは告げられないとはいえ、その代わりに慶子を恋人にしようとは考えられず断っていた。

「本当にごめんなさい」

「もういい。わかった」

　頭を深く下げて謝る慶子を制す。

「……許してくれるの？」

「ただし二度目はないからな」

　慶子はようやくほっとしたように肩から力を抜き、泣き笑いのような表情を浮かべた。

「ここの食事はひとり分だけしか予約してない」

「私にひとりで食べていけって言うのね」

「悪いな。支払いは済ませていくから、せめて料理だけでも楽しんでいってくれ」

「……二度も同じ人に振られるなんて、私の人生どうなってるの」

　慶子が笑いながら自虐する。

「カッコ悪いから早く帰って」

　しっしとばかりに手で追い払われ、遠慮なく個室を出た。

　支払いを済ませて店をあとにし、タクシーを拾って乗り込む。スマートフォンを取り出し、瑠璃の電話番号をタップした。

　ところが何度鳴らしても出る気配がない。

（まさか出ないつもりか？）

　通話を切り、メッセージアプリを立ち上げて瑠璃とのトークルームを作る。【今、話せるか？】と送ってしばらく待つが、一向に既読にならない。

　いっそ自宅に乗り込もうかと考えたが、腕時計を見て思いとどまる。これから瑠璃の自宅まで向かえば、九時近くになるだろう。ひとり暮らしならまだしも、彼女は実家暮らしだ。誤解を解くなら早いほうがいいが、両親にいろいろと説明する手間を彼女にかけさせたくない。明日動くのが賢明だろう。

　伊吹は逸はやる気持ちを落ち着かせ、タクシーのシートに体を預けた。






　結局、瑠璃からの折り返しの電話もメッセージへの返信もないまま朝を迎えた。既読はついていたからメッセージは読んだらしい。

　それでもなんの反応もないのは、伊吹が慶子と付き合っていると完全に思い込んでいるからだろう。恋人がいながらキスをするなんて最低の男だと憤慨しているに違いない。

　午前九時。伊吹は身支度をしてマンションを出た。

　彼女の自宅に車を走らせつつ、ふと当時の思い出が蘇る。

　あれはたしか伊吹が大学を卒業する少し前、いつものように家庭教師として彼女の部屋を訪問したときのことだった――。






　瑠璃に勉強を教えるのは、あと何回だろうか。

　駅から彼女の自宅までの道のりを歩きながらカレンダーを思い浮かべつつ指折り数え、両手で足りてしまうと気づき狼狽える。

（たったこれだけか……）

　とはいえ、この後アメリカに渡る予定の伊吹には彼女に対して未来の保証はできない。

　いたずらに気持ちを打ち明けて、瑠璃を縛りつけたくはなかった。

　伊吹が鳴らしたインターフォンに応えて顔を出した瑠璃は、どことなく元気がない様子。

「なんだ、どうかしたのか？」

「今日、体調が悪くて学校休んだの」

「それじゃ今日の勉強はナシか。それなら一報くれればよかったのに」

「あ、ううん、今はもう平気だから。授業の遅れも気になるし」

　彼女に招き入れられ、二階の部屋に向かう。

　ほどなくしてコーヒーを淹れて現れた彼女の母親と二言三言挨拶を交わす。

「昨日の朝、いきなり熱を出してね。今はもう落ち着いたんだけど。たまにあるのよね、知恵熱みたいに高熱が出て」

「ちょっとお母さん、子どもみたいに言わないで！」

「あら、だって瑠璃はまだまだ子どもだもの。ねえ、鷲見くん」

「あ、はい、そう、ですかね……」

　曖昧に答えると瑠璃から不穏な空気が漂ってきた。

　眼差しから〝子ども扱いするな〟という憤りが見え隠れする。

「勉強があるから、お母さんはもういいよ」

「はいはい、お邪魔しました。じゃ、先生、あとはよろしくお願いしますね」

　母親に会釈で答え、瑠璃に英語の問題集を開かせる。

「伊吹くんも、私が子どもだって思ってるんだ」

「べつに思ってないよ」

　高校二年生の彼女から見れば、大学四年生の伊吹が大人に見えるのはわかる。十代から二十代にかけての歳の差は、その数字よりもずっと開きを感じるものだ。

　だが実際は精神的にそれほど違いがあるわけでもなく、伊吹自身にも幼い部分は大いにある。彼女の両親に咎められるのを恐れ、好意を伝えられない臆病な部分なんて、まさに子どもそのものだ。

　いっそ彼女に一緒にアメリカに行こうと言えたなら、どれほどいいだろう。

　アメリカ行きを断念し、日本で働けば瑠璃のそばにいられるのはわかっている。だがその決断によって将来後悔したくはなかった。

　行かなかった理由を彼女のせいにだけはしたくなかったのだ。

　あやふやな将来の約束は、十七歳の瑠璃には重すぎる。これからいくらでも出会いがあり、恋をして、どんどん美しく成長していく権利が彼女にはある。

　遠く離れていく伊吹に、彼女を縛りつける権限はない。

「さっき、そうですねって言ったじゃない」

「そうです〝かね〟と言ったんだ。疑問形」

「もー、屁理屈なんだから」

「どっちがだ」

　彼女の額をツンと弾き、笑い合う。

「昨日は、友達と水族館に行く約束してたのに」

「知恵熱出してたんじゃ行けないもんな」

「だから知恵熱じゃないってば。もうっ、伊吹くんの意地悪」

　不満いっぱいに唇を尖らせる表情すらかわいい。

「じゃ今度、俺と行こうか」

「……え？」

　ゆっくりと伊吹のほうを見た彼女の瞳が揺れる。

　家庭教師を降りたあとなら、誰にもとやかく言われやしないだろう。

「特別に連れていってやろうか。瑠璃が嫌なら無理にとは言わないけど」

「べ、べつに私はいいけど？　伊吹くんが行きたいならね」

　素直じゃない唇をキスで塞ぎたい欲求を抑えるのに必死になる。

　堪えろ。耐えろ。

　そう呪文をかけ、奥に引っ込んでいた冷静さを引っ張り出した。

「じゃ、約束だ」

　小指を突き出した伊吹を瑠璃が笑う。

「伊吹くんこそ子どもみたい」

　そう言いながらも、瑠璃は嬉しそうに小指を絡めた。

　一緒にフレーズを口ずさみながら手を上下に振る。

「ゆーびきった」

　彼女は解けた指先を胸元に持っていき、もう片方の手でそっと包み込んだ。

　まるで大切なものを扱うかのような仕草に心が大きく乱される。

「約束だよ？　絶対だからね？」

　そう何度も念を押し、顔を綻ばせながら問題集に取り掛かった。






　結局、瑠璃と水族館に行く約束は果たせなかった。

　その朝、彼女が熱を出し、ベッドから起きられなかったためである。

　アメリカ行きの日が迫った伊吹に日にちを改める猶予はなく、瑠璃とは顔を見てお別れすることすらできなかった。

　もうあの頃の自分ではない。

　迷いもなければ、臆病でもない。

　瑠璃の寝言で一時はこじらせた想いを今こそ――。

















約束の場所と叶った願い












　昨夜、伊吹からの着信に気づいたのは寝る直前だった。

　帰宅後バッグに入れっぱなしにしていたスマートフォンの画面に〝伊吹くん〟の文字があり、一瞬自分の目を疑った。

　初めて彼から届いたメッセージには【今、話せるか？】のひと言が。

　すぐに電話で折り返そうと思ったが、慶子とヨリを戻した報告なら聞きたくない。メッセージにも返信せず、そのままベッドにもぐり込んだ。

　布団を頭から被り、ぎゅっと目を閉じる。

　やっぱり返信しようか。電話を掛けてみようか。

　着信履歴にある伊吹の名前がちらつき、誘惑に負けそうになる。

　でもきっと、自分には不都合な連絡に違いないから。

　そう強く思うことで、心の揺れを抑えた。

　休みのためいつまでもベッドでゴロゴロし、母に「いい加減起きたらどう？」と階下から声を張り上げられ、ようやくのっそり這い出た。

　父も母も朝食をとっくに済ませたようで、瑠璃ひとり分だけ食卓に残されたトーストと目玉焼きを食べ、再び自室へ戻る。

　窓の外には青空が見えるが、今日はなんの予定もない。部屋の掃除でもして過ごそう。

　ぼんやり考えながらベッドのシーツを剥がしていると、下から再び母の声が響いた。

「ちょっと瑠璃！　下りてらっしゃい！」

　なにやら騒がしい様子だ。

「なにどうしたのー？　今ちょっと手が離せないからちょっと待ってー」

　気だるい感じで返したが、母がさらにまくし立てる。

「いいからいらっしゃい。ほら早く！」

　いったいなにが起きたというのか。

　面倒に思いながら「はーい」と気のない返事をして下へ向かった。

「なあに？　どうしたの？」

　なんの気なしにリビングのドアを開けた瑠璃は、心臓が止まる思いがした。いや、実際に止まったかもしれない。トトトンと変なリズムで脈が打った。

「……どうして伊吹くんがここに？　なにしに来たの？」

　そこに彼がいたのだ。ソファに座り、爽やかな笑顔を瑠璃に向ける。

「ちょっと瑠璃！　そんな言い方はないでしょう？　せっかく来てくれたのに」

「そうだぞ、瑠璃。鷲見くんに失礼だ」

　伊吹の向かいに座った父が瑠璃を諫める。

「だって……」

　どういうつもりでここへ来たのか、なにをしに来たのか、なにひとつわからないのだから。

「瑠璃さんが驚くのも無理はないですから」

「アメリカから帰ってきていると聞いたのは、つい先日だったんだよ。しかし立派になって」

「本当に」

　真紀は淹れてきたコーヒーをテーブルに並べながら感慨深そうに頷く。

「ほら、ボーッと突っ立ってないで瑠璃も座ったらどう？」

　聞きたいことは山ほどあったが、両親のいる場所では無理である。瑠璃は戸惑いながら彼の隣に腰を下ろした。

　瑠璃を置いてきぼりにアメリカでの話や帰国してからの話に花が咲く。へぇ、そうなんだと心の中で感心しつつも、どうしてここに来たのかはわからないまま三人の会話を聞いていた。

「お父様、お母様、今日この後、瑠璃さんをちょっとお借りしてもよろしいでしょうか」

「えっ？」

　いきなり壇上に上げられた気になる。父と母の視線がいっぺんに瑠璃に飛んできた。

「積もる話もあるので。ね？　瑠璃さん」

　首をゆっくり傾けて伊吹が瑠璃を見る。

〝行くよね？〟〝行くだろう？〟〝まさか断らないよな〟

　そんな意味を含んだ目に見えた。

「行ってきたらどうだね、瑠璃。鷲見くんの話を聞けば、瑠璃にもいい刺激になるだろう」

「そうね。いってらっしゃい。帰りは少しくらいなら遅くなってもいいから」

「でもっ」

　瑠璃の否定の声は届かない。ふたりに背中を押されるようにして、伊吹に連れ出されてしまった。

　助手席に乗せられ、車が発進する。

「いろいろ聞きたいって顔だな」

「あたり前だよ。どうしてなの？　なにしにうちに来たの？　私をどこへ連れて行くの？　彼女がいるのに私とふたりきりになっていいの？」

　一気に疑問を吐き出す。それでもまだ足りない気がしてならない。

「ここへ来たのは、瑠璃の誤解を解くため」

「誤解？」

「慶子とはなんでもない。元カノでもないし、もちろん今も恋人じゃない」

「……え？」

　にわかには信じがたい言葉が並べられる。慶子が言っていたこととはまるで逆だ。

「どうして彼女を信じた？」

「慶子さんは嘘をつくような人じゃないし、ふたりはいい雰囲気だったし……」

　瑠璃の存在も忘れて話し込むふたりを見たあと、慶子からそう言われれば信じても無理はない。

「昨夜、彼女から聞いた。瑠璃を惑わせるようなことを言ったって」

「……慶子さんが？」

　前を見て運転する彼の横顔を凝視する。

「悪かったって謝ってた」

　同じように伊吹を好きなのを感じ取り、瑠璃を排除したかったのかもしれない。

「誤解させた俺にも責任はある。瑠璃にちゃんと好きだと伝えていれば――」

「ちょっと待って。好き？　……伊吹くんが私を？」

　聞き流しそうになった大事なひと言を耳が拾う。聞き捨てならない言葉だ。

「瑠璃と再会したあの夜、キャラに似合わず運命かと思った」

「……運命？　それじゃ」

「アメリカに連れ去りたい衝動に駆られるくらい瑠璃を好きだった」






　驚きのあまり、瑠璃は言葉を失う。

（嘘でしょ……）

　そこまで想ってくれていたのなら――。

「どうして言ってくれなかったの？　私が伊吹くんを好きなのはわかってたでしょう？　ずっと子ども扱いされてたから、全然見込みないのかと思って諦めてたのに」

「俺の役割は瑠璃に勉強を教えること。それ以外は規約に反する」

「……もしかしてお父さんやお母さんに言われていたの？」

　勉強に差し支えるからと釘を刺されていた可能性はある。はっきりと明言はしないが、曖昧に微笑み返すのが伊吹の答えに思えた。

　親としては当然のお願いだろう。それを律義に守る伊吹が愛しい反面、もどかしいのも事実だ。

「家庭教師を辞めたときに言ってほしかった」

　そうすればこの七年間、一緒に時間を刻めただろう。たとえ遠く離れ離れになっていたとしても。

「瑠璃の俺に対する気持ちは成長過程で経験する年上への憧れだろうと思ってた。瑠璃の大事な青春を縛りつけたくはなかったんだ」

「私は……私はずっと好きだった。この七年間、誰も好きになれなかった。伊吹くんが一番だったから、いつだって伊吹くんが私の心にいたから。だから……」

「臆病だった俺を許せ」

　信号待ちで車が止まり、伊吹の手が瑠璃の髪を撫でる。

「でもそれも昔の話。今度こそ瑠璃を手に入れる」

「……私はとっくに伊吹くんのものだよ。七年前から」

　困ったように笑った伊吹はシートベルトを緩め、瑠璃に触れるだけのキスをした。

　離れるのが名残惜しくて、思わず彼のセーターを掴んだが、後続車からプッと短いクラクションを鳴らされてしまった。

　信号は青。伊吹は「あとでゆっくりな」と意味深な眼差しでブレーキペダルを緩める。

「これから瑠璃と行きたいところがある」

「え？　どこ？」

「それは着いてからのお楽しみ」

　瑠璃の膝を軽くトントンと叩き、伊吹はアクセルを踏み込んだ。






　およそ一時間後、瑠璃は到着した場所に大きく掲げられた看板を見て鼓動を弾ませる。

　それは七年前、伊吹が渡米する直前にふたりで行くはずだった水族館だった。

　前日にあまりにも嬉しくて興奮しすぎたためか、当日体調を崩して寝込み、泣く泣く諦めた場所である。

「もしかして、あの約束を覚えていてくれたの？」

　驚きと喜びがじわりじわりと湧いてくる。

「やっと果たせるな。ほら、降りよう」

　運転席から助手席側に回り込んできた伊吹が、手を引いて瑠璃を降ろす。

「ふたりの記念すべき初デートだ。楽しもう」

「うん！」

　繋がれた手をぎゅっと握り返す。

　七年越しに叶う、念願の初デート。とっておきのサプライズは瑠璃のテンションをまたたく間に上げていく。

　真っ青な青空も海から吹き抜ける潮風も、目に映る景色すべてが愛しい。慈愛に満ちた気持ちになるのは、伊吹に想いが届いたから。両想いパワーの威力をまざまざと感じる。ここ数日間の憂いがいっぺんに吹き飛んだ。

　チケットを購入して入園ゲートを抜ける。瑠璃たちを最初に出迎えたのは、サンゴ礁の海と題された展示場だ。

　カクレクマノミやチンアナゴなどの人気者に癒されながら足を進めていく。シロイルカのレプリカの前で写真を撮り、その写り具合を見てはしゃぐ。

　七年前にデートができていたとしても、きっと今のほうがずっと、もっと楽しい。

　新入りの飼育員の匂いを嗅いで満足する、匂いフェチのセイウチに笑い、スピード感のある泳ぎを披露するペンギンに目を奪われ、とにかくなにをしてもなにを見てもウキウキが止まらない。

　館内のファストフード店でハンバーガーを食べながら伊吹と一緒にいられる幸せを噛みしめ、また出会えた運命に深く感謝した。






　水族館をあとにした車が高級ホテルのエントランス前に止められる。そこは瑠璃が伊吹と七年ぶりの再会を果たしたホテルだった。

「ここからもう一度仕切りなおそう」

　ポーターに車を託し、あの夜と同じバーまで伊吹にエスコートされる。

「でも、伊吹くん、車はどうするの？」

　アルコールは飲めないのではないか。

「タクシーで帰って、明日取りに来るから心配するな」

　それなら瑠璃が気にする必要はないだろう。

　案内されたカウンターに並んで腰を下ろす。偶然にもあのときと同じ席だ。

　目の前には、変わらず煌びやかな光の海が広がっている。

「お飲み物はなににいたしましょうか」

　注文を尋ねられ、瑠璃はカンパリオレンジ、伊吹はジンライムをお願いする。再会したときにお互いに飲んでいたカクテルだ。

　リスタートを切るなら、あの夜と同じに。〝初恋〟と〝色褪せぬ恋〟の組み合わせが、たぶんふたりを引き合わせてくれたから。

　伊吹がジンライムを注文したのも、瑠璃と同じ気持ちだからだろう。

　しばらくして出されたグラスを手に取り、オレンジの淡い色合いを見つめる。

「ここで出されるカクテル、きっと魔法がかかってるんだと思う」

「魔法？」

　くすっと笑いながら聞き返す伊吹に頷いて続ける。

「これを飲んでたら伊吹くんが現れたから。伊吹くんは私の初恋の人なの」

　本人を前にして初めて明かしてしまった。恥ずかしさを嬉しさが上回る。

「カクテル言葉を聞いて伊吹くんを思い出していたから、本人が現れて本当にびっくりした。だから絶対に魔法」

「それ、内緒じゃなかったのか」

「あっ！」

　伊吹に言われてハッとする。ここで再会した夜、初恋の相手を尋ねられ『内緒』と答えていたのを思い出した。

「今のは聞かなかったことにして」

「そうはいくか。ばっちり聞こえた」

　伊吹の手が瑠璃の頭に伸びてくる。くしゃっと撫でた顔がどことなく照れくさそうだ。

「瑠璃」

　目の前に広がる夜景を見ていた伊吹の視線が、ゆっくり瑠璃を向いた。

　ぽつりと呼んだ声に名前以上の意味が含まれているように感じて鼓動が跳ねる。重なった視線を逸らせない。

「今夜は帰したくない」

　甘い誘いが瑠璃の瞳を揺らす。何年も押し込めていた気持ちは溢れだしたら制御不能。

「……私も帰りたくない」

　カウンターに置いていた瑠璃の手に、伊吹が自分のそれを重ねる。指を絡ませて握った手を引き、瑠璃を立たせた。

　バーを出たあとフロントでチェックインを済ませ、再びエレベーターに乗り込む。ふわふわした心地は、まるで夢の中。そわそわしてドキドキして落ち着かない。

　エレベーターを降りて彼に手を引かれる。カードキーをかざして扉を開け、伊吹は瑠璃を中に誘った。

（あれ？　どうして？）

　普通の部屋ならすぐに見えるはずのものがない。

「ね、伊吹くん、この部屋ってまさか――」

〝スイートルーム？〟と聞きかけて言葉を止めざるを得なくなる。伊吹にいきなり抱き上げられたのだ。

「ちょっ、伊吹くん!?」

　驚いて咄嗟にしがみつくと、彼はそのまま部屋の中に足を進めた。

　瑠璃を横抱きにしたまま伊吹が器用に開けたドアの向こうに、広いベッドルームが現れる。彼は大きなベッドに瑠璃をそっと下ろした。

「伊吹くん、待って。シャワー浴びてない」

「あとで一緒に浴びればいい」

　焦って足をばたつかせたが、伊吹はかまわず瑠璃を組み伏せた。

「――んっ」

　唇を塞がれ、やわらかく食まれれば、彼の手にあっけなく堕ちていく。シャワーを気にする余裕などなくなり、拘束された手を握り返した。

　三度目の正直。今夜こそは伊吹と最後まで――。

　触れているだけのキスが解け、間近で視線が絡む。

「……今夜は途中でやめたりしないでね」

　伊吹は一瞬目を見開き、すぐさま細めた。

「かわいいことを言ってくれるね。心配するな、そんなつもりはない。全部、俺が教えてやる」

　みるみるうちに熱を帯びた眼差しが瑠璃を射貫く。

（全部、伊吹くんが……）

　高校生のときに初めてのキスを知り、彼のマンションで初めての絶頂を教えられた。

　その先も、彼が教えてくれるのだと思ったら胸が打ち震えてくる。

「うん、伊吹くんが、全部私に教えて」

　彼以外の誰にも教えてほしくない。

「伊吹くんにだけ、私の全部をあげる」

「ほんとに瑠璃ってやつは……」

　呆れたような口ぶりにも愛を感じる。

　今、世界で一番幸せなのは間違いなく自分だと胸を張って言える。

「どうなっても知らないぞ」

　困ったような微笑みに見え隠れする意地悪な瞳。そんな表情が瑠璃の胸をくすぐり、鼓動のスピードを上げていく。

　額同士をコツンと合わせ、瑠璃が瞼を閉じた瞬間、唇は奪われた。

　先ほどの穏やかさとは打って変わり、矢継ぎ早にキスの雨が降らされる。性急に侵入してきた彼の舌が、自分の熱を瑠璃に移していく。

「……ん、ふ……」

　口腔内を自在に這い回る舌は、まるでべつの生き物。瑠璃の舌と絡まり合っては解け、否応なしに体温を上げる。

　唇の隙間から零れる吐息の甘さに自分で驚いた。

　軽く音を立てて離れた彼の唇が次第に下へと移動していく。耳朶や首筋に何度となく吸いつきながら、彼の手は薄手のセーターの中に侵入を果たした。

　唇を這わせながら、器用にブラジャーのホックを外し、素肌を指先で撫でながら洋服をずり上げていく。

「脱ごうか」

　耳孔にキスを落とし、低く甘く囁く。

　呪文をかけられたみたいに迷いもせずに脱がされる不思議。裸を見せるのは決して慣れていないのに、命令に逆らう気が起きないのは、彼の口づけに体をとろかされたせいだろう。

　ブラジャーもセーターも、おまけにスカートまでたやすく脱がされた。

　ショーツ一枚になった瑠璃を、伊吹がしっとりと見下ろす。

「……あまり見ないで」

　簡単に脱がされたとはいえ、恥ずかしさがないわけではない。

「綺麗な体を見るなというほうが無理だ」

「綺麗なんかじゃ……」

　首を横に大きく振る。じっと見つめられるのに耐えられず、思わず手で胸を隠したが、彼に簡単に取り払われてしまった。

「隠していたら教えられないだろ」

　その通りのため素直に従って堪えていると、伊吹は両方の膨らみを両サイドからそっと包み上げた。

「……ん」

　それだけで鼻にかかった息が漏れてしまう。

「見ろ、瑠璃。まだ触ってないのに勃ってる」

「……え？」

　なんのことかと彼を見ると、伊吹は膨らみの中心にある小さな蕾に息を吹きかけた。

「ぁっ……」

「なに、これだけで気持ちいい？」

「ちっ、違うから。ちょっとびっくりしただけなの」

　素直じゃない言い訳をする。伊吹が正しいのは、そこがさらにピンと尖りを増したのを見れば一目瞭然だ。

「いつまでそう言っていられるかな」

　瑠璃の反発もなんのその。逆に楽しそうに伊吹は口角をニッと持ち上げ、瑠璃の先端を舌先で弾いた。

「――やぁっ」

　待ち望んだ感覚が瑠璃の背筋を反らせる。続けざまに口に含まれ、舌で転がされたら堪らない。ピンと張ったシーツの上で足を掻き、快楽の海に飲まれていく。

　丹念に舌で弄んでは吸い、もういっぽうの蕾は指の腹でくにくにといたぶられる。左右の膨らみを交互にそうされ、下腹部の奥のほうでじわじわともどかしさが募っていくのを感じていた。

「そろそろこっちも触ってほしいだろ」

　まるで瑠璃の頭の中を覗いたよう。伊吹の指先はおへその脇を通って下へ降りていった。

　この前教えられた快感を覚えている体は、たったそれだけで次の一手への期待に痺れる。彼の指が向かったその先に熱が噴き出すのを感じた。

　ショーツの上から割れ目をツツツとなぞられ、思わず腰が浮き上がる。

「やっ、待って！　ダメ」

「待てって、ショーツ越しでも濡れてるのがわかるけど？」

　伊吹がクスリと笑う。

「はっきり言わないで」

　自分でも知っているし、触れてもらいたいけれど、素直じゃない唇はつい真逆な言葉を発してしまう。

　しかし伊吹がショーツをずらして指を中に忍び込ませた瞬間、段違いの快感が瑠璃を襲う。

「あぁっ、んんん……っ」

　ねろりとした感触が瑠璃にも伝わり、想像よりもずっと蜜を滴らせているのがわかった。

「びちゃびちゃだ」

「やっ、言わないで」

「瑠璃のイヤもダメも、気持ちがいいの裏返しだって知ってる」

「そんなことな――あぁんっ」

　伊吹の指が芳醇に蜜をたたえた泉を泳ぎ、上下に何度も行き来をする。襞をかき分け、浅瀬を少しずつ解していき、その少し上に隠れていた小さな芽を擦った。

「やぁっ！」

　これまでとは違う刺激が瑠璃の体を貫く。指令も出していないのに体がピンと伸び、お腹の奥のほうが熱く疼いた。

　伊吹が蜜をまぶした指で花芽を擦ると、そこはみるみるうちにぷっくりと膨らみ艶めいていく。

「っふ……ぁ、伊吹く……ぁん……っく……」

「脱ごうか。腰上げて」

　伊吹に言われるがまま腰を浮かせ、ショーツが取り払われる。体を隠すものがすべてなくなり、文字通り一糸まとわぬ姿に。

　伊吹は瑠璃の唇にキスを落とし、「もっと気持ちよくしてやる」と妖艶に微笑んだかと思えば、瑠璃の両膝を立てて下腹部に顔を埋めた。

　すっかり充血した艶珠を唇で吸い上げる。

「んんんっ」

　指とは違う、ぬるついた刺激がたまらない。さらに芳醇に滴る泉に軽く指が挿入される。一瞬体が強張ったが、痛みはない。おそらく十分に潤っているおかげだろう。

　まだ誰の侵入も許していない蜜窟を丁寧に指で解し、伊吹が少しずつやわらかく広げているのがわかる。そうしている間にもぷっくり腫れ上がった花芽を舌や唇でいじるのも忘れないため、瑠璃の快楽の度合いが徐々に上がっていく。

　そのうち挿入されている指の存在を忘れ、伊吹の舌の動きに神経が一点集中する。

「いぶ、きく……ん、なんかもう……っ」

　どんどん募っていくもどかしさに腰が揺れて制御ができない。

「一度イッておこうか」

　たった一度だけ経験した絶頂の記憶が、体の中の細胞を呼び覚ます。

　十分に膨れた艶珠を舌先で前後左右に転がされ、蜜海に沈んでいた指が抽送のスピードを上げていく。

　それだけでも瑠璃にとっては十分すぎる刺激だというのに、伊吹は空いている手を胸に伸ばし、指の腹で尖りをこねはじめた。

「ま、待って、そんなの無理ぃ……っ」

　三ケ所同時に刺激を与えられ、否応なしに快感の度合いが高まっていく。それもものすごいスピードで。

〝ほら、イけ〟

　彼にそう言われているようだ。

　すっかり包皮の剥けた芽は、有無を言わさず快楽を享受する。

「もう……ダメぇ……っ！」

　愉悦の大きな波が瑠璃を高い場所まで押し上げていく。どこまで上がれば解き放たれるのかわからないまま、瑠璃はそこに体を預けた。

　その頂点はいきなりやってくる。

「あああああーーーー！」

　限界を迎えた体はパチンとなにかが弾けたようにいきなり放り出され、四肢を痙攣させる。お腹までヒクつき、腰はガクガク揺れた。

　前回の絶頂よりも深く感じるのは、心が解放されているせいなのか。胸を上下させ、目を閉じて遠ざかっていく法悦に身を預けた。

（こんなの知らないよ……。気持ちがよすぎておかしくなりそう）

　衣擦れの音に目を開けると、伊吹がベッドサイドに降り立ち、流れるような動作でシャツやトラウザーズを脱ぎ捨てるのが見える。

　ボクサーパンツ一枚の露わになった体に目が釘づけになる。

　ほどよく隆起した胸元に引きしまったウエストライン。薄っすら割れた腹筋は鍛えられている証だ。全身から溢れる色香はもとより、グレーのボクサーパンツを押し上げているものの存在が瑠璃の胸を高鳴らせた。

「瑠璃こそ、そんなに見るな」

「そ、そうだよね。ごめんね」

　咄嗟に目を逸らしたが、残像が浮かんでかなわない。

　あちらこちらに視線を泳がせ所在なくしていると、伊吹は最後の一枚までも脱ぎ去った。

　視界の隅に入った〝もの〟をつい横目で見て、ドクンと鼓動が跳ねる。天井を向いて反り立った逸物は、いやらしいどころか神々しささえある。ギリシャ彫刻のように凛々しく、悠々として逞しい。

　伊吹はどこからか取り出した避妊具をそれに纏わせ、伸ばしていた瑠璃の足を曲げて立たせた。

「……そんなに大きなものが入るのかな」

　指どころではない。何倍、いや何十倍もの長さだし、そのうえ太い。

「ゆっくり慣らしていくから心配しなくていい」

　伊吹は瑠璃の膝に手を添え、高ぶった屹立を泥濘に押し当てた。

　達したばかりの瑠璃のそこよりも、熱を孕んだ彼自身に圧倒される。思わず腰を引かせたが、伊吹は「逃げるな」と瑠璃の腿を抱えて引き寄せた。

　狙いを定め、浅瀬に突き立てる。伊吹は体を倒し、瑠璃の唇にキスを落とした。

「瑠璃、全部俺のものになれ」

「……うん、伊吹くんのものにして」

「瑠璃のここは、俺だけのものだ。いい？」

　艶めいた瞳に問われて頷く。

　瑠璃の心も体も、七年前から伊吹しか望んでいない。

「伊吹くんも、私だけのものだよ？」

「あたり前だ」

　鼻先を軽くぶつけ合い、優しいキスをされると同時に彼の強直が瑠璃の中に侵入をはじめた。

「――っ」

「力を抜いて」

　反射的に体を強張らせると、伊吹がキスを深めていく。舌を絡め、しごかれる。

　意識を逸らされ、自然と力が抜けている隙に、じりじりと押し込まれていく。

　途方もない圧迫感に息が詰まりそうだ。まるで熱く熱せられた鉄の槍。ひりついた痛みが瑠璃の眉間に深い皺を寄せる。

「大丈夫か？」

「……うん」

　いったん侵入を止めた伊吹が心配そうに瑠璃を見つめる。

「大丈夫だから、止めないで」

　やっと伊吹とひとつになれるのだから。このくらいの痛みはなんでもない。

「伊吹くんと繋がりたいの」

　彼がふっと笑みを零す。

「かわいくてたまんないね」

　そう言って体を起こしたため、ここで止めるつもりなのかと焦って彼の手を掴む。

「待って」

「止めないよ。瑠璃を少し楽にするだけだ」

　伊吹の手が瑠璃の下腹部に伸びる。神経の剥き出しになったまま、コリコリになった花芽を爪の先で弾いた。

「あ……っ」

「瑠璃はこっちで感じてな」

　指の腹で擦られ、ひとたび手放した快楽が再び瑠璃に戻ってくる。イキ方を覚えた体はすぐにそれを欲し、さらなる刺激に震わす。

「い、伊吹くん……ぁん……」

「気持ちいい？」

　こくこくと首を縦に振り、頤を逸らす。その間にもじわりじわりと伊吹の熱棒が奥を目指していくが、与えられる快感が痛みを蹴散らしていく。

　どのくらい時間をかけただろうか。伊吹の動きが止まったため目を開けると、彼はゆっくり瑠璃に覆いかぶさってきた。

「全部入った」

「……ほんとに？」

「痛くないか？」

「痛くないって言ったら嘘になるけど、すごく嬉しい」

　やっと伊吹とひとつになれた喜びは、痛みなど些末なものに思わせる。

「やけに素直だな」

「……意地悪言わないで」

　尖らせた唇に伊吹が自分のそれを重ねる。

「ゆっくり動くぞ」

「うん」

　伊吹は言葉の通り、そっと腰を振りはじめた。
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　労わるような動きが胸をくすぐり、嬉しさが瑠璃の泉をさらに潤わせる。そのおかげで彼の動きは滑らかで、強烈な圧迫感とひりつく痛みが薄れていく。

　次第に大きくなっていく抽送が、これまでとは違う刺激を生み、瑠璃から甘い吐息が漏れはじめた。

「気持ちよくなってきたか？」

「……うん、なんかわからないけど奥のほうがじんじんする」

　彼が腰を押し込めるたびに甘やかな痺れが広がるのだ。それは、これまでの刺激とは少し違う。

「初めてなのに中で感じられるなんていやらしいな」

「ひどい」

「褒め言葉だ。いやらしいのは大歓迎」

　思わぬ言葉に目を丸くする。

「……そうなの？　軽蔑しない？」

「そのかわり俺限定だ。だから瑠璃は感じるままに乱れればいい」

　伊吹の腕の中だけで素直に感じるままに。

「それじゃもう遠慮はしないぞ。覚悟はいいか？」

「うん。……もっと気持ちよくさせて」

　彼と一緒にもっと深いところまで、一緒に感じたい。

　伊吹は体を起こし、瑠璃の腰を引き寄せた。

　瞬間、これまで届かなかった最奥に彼の切っ先があたり、ベッドの上で体がうねる。そこから広がっていく快感に見悶えずにはいられない。

「瑠璃の中、火傷しそうなくらいに熱い」

「伊吹くんが熱いからだよ」

　彼の熱が伝染したのだ。

「一緒に気持ちよくなろうな」

　そう言うや否や、伊吹は腰の動きを再開させた。

　最初は小刻みに、次第に振り幅が大きくなっていく。蜜をまとった彼の雄身はさらに太さを増し、瑠璃の中を埋め尽くす。最初こそ苦しさを覚えたが、彼とひとつになれた多幸感が瑠璃を深い愉悦の中に引き込む。

　奥を突かれるたびに嬌声が漏れ、伊吹がそれをキスで塞ぎ、もろとも飲み込んだ。

「あ……っぁ、伊吹くん……どうしよう、すごく気持ちがいいの。頭がおかしくなりそう」

「おかしくなればいい。……俺も気持ちよくてたまんない」

　いっそふたりで淫靡な世界に浸ればいい。

　反応を確かめつつ弱いところを見つけて攻められ、視界は潤み、頭の中が白く霞んでいく。今与えられる刺激がなかったら、おそらく意識を飛ばしてしまうだろう。

　それほどに伊吹から与えられる愉悦に乱されていた。

　伊吹がおもむろに瑠璃の秘芽に触れる。奥を突かれつつ、そこをいじられればひとたまりもない。

「いぶ……イッちゃう……っ」

「いいよ、イキな」

　彼の動きがスピード感を増していく。硬くなり充血した花芽を擦られ、もはやどこに意識をもっていったらいいのかわからない。

　初めてなのにこんなに感じてもいいの？　という羞恥ごと快楽が瑠璃を飲み込んだ。

「も……ぅっ、ダメっ……ああっ、ぁ、あ、ああああ！」

　高まる快感が強く弾ける。お腹が痙攣し、腰が大きくうねった。

　息を弾ませ余韻に浸る。教えられるごとに深くなっていく絶頂。白みかけた意識を呼び戻したのは、再び体を揺らされる感覚だった。

「悪いが、もう少し頑張ってくれ」

　伊吹の逸物はまだ力を漲らせたまま。彼とひとつになりたいという瑠璃の願いは叶ったが、ここで終わらせるわけにはいかない。

　依然脱力したままなんとか頷く。

　伊吹は緩やかな律動を再び瑠璃に与えはじめた。

　達した直後なのに、遠ざかっていた快感が瑠璃を捕まえにかかる。彼に突かれるたびに甘ったれた吐息が零れ、すぐに強烈な刺激として瑠璃を翻弄しだした。

「……瑠璃、もう締まりが強くなった」

「だって……気持ち、いいんだもん……っハァ……」

「普段からそうやって素直ならいいのに」

　伊吹がふっと笑う。

　願いが叶って箍が外れたせいもあるが、素直にならざるを得ないほど快楽にまみれているせいだろう。いくら頭で反発しようが、体は素直に反応してしまう。

「ま、どっちにしろ瑠璃はかわいいけど。……っ、いきなり締めんなよ」

「だって……伊吹くんがかわいいなんて……言うからぁっ」

　苦悶の表情を浮かべる伊吹に不服を申し立てる。彼の言葉は瑠璃をいくらだって従順にさせ、感じさせる能力を秘めているのだ。

「おかげで……長く持ちそうにない。……瑠璃の中、よすぎるっ……」

　伊吹の律動が次第に速くなっていく。

「あっ、あ、ぁ……んんっ、ふ……っ」

　攻めの手はどんどん激しくなり、彼の動きが精彩を放ちだす。前後不覚に陥る一歩手前で自我を必死に保ち、瑠璃は与えられる刺激を貪った。

「瑠璃……愛してる」

　最上級の愛の言葉と一緒に、突き上げられる甘美な衝撃が瑠璃を果てへと導く。

「わ、私も……っ」

　もはや、これ以上の快感を享受できない。心も体も伊吹で満たされ、限りのない幸せが瑠璃を包み込んだ。

　高く、遠くに飛ばされるような感覚に身を委ね――。

「……っふ、ぁ……ああああっ!!」

　一気に解き放たれた。

　ビクンビクンと跳ねる体。その直後、瑠璃の中で熱の塊が蠢いた。

「――っく」

　短い呻き声をあげ、伊吹の雄身がドクドクと脈を打つ。薄い皮膜越しなのに、熱いものが放射されるのを感じた。

　体を倒し、伊吹が瑠璃を抱きしめる。汗ばむ体をくっつけ合い、幸せの余韻にしばらく浸った。
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　順番にシャワーを浴びたあと、バッグから取り出したスマートフォンには母からの着信とメッセージが入っていた。

　時刻は午後十時。遅くなってもいいと言われたが、【ご飯はどうする？】【何時に帰る？】と立て続けにメッセージが送られていた。

　バッグとスマートフォンを手にしたまま、リビングスペースに配された革張りのソファに腰を下ろす。

　この部屋に入ってすぐベッドルームに連れ去られてしまったため確認できなかったが、伊吹に連れてこられたのはやはりスイートルームだった。

　ゴージャスというよりはエレガントな内装は品があり、特別な人間にでもなったような気にさせる。

　伊吹と愛を確かめ合ったばかりの幸せの真っただ中にいる瑠璃だが、重大な問題が残されていた。

「どうしようかな……」

　スマートフォンのメッセージ画面を開いたまま、眉間に皺を寄せて考え込む。

「なにがどうしようって？」

　タオルを肩にかけてパウダールームを出てきた伊吹は、手にミネラルウォーターのボトルを二本持っていた。そのうちの一本を瑠璃に差し出す。

　ありがたくいただき、隣に腰を下ろした伊吹にスマートフォンの画面を見せた。

「なるほど。今から送り届けようか」

　伊吹の提案に首を横に振る。

「今夜は伊吹くんと一緒にいたい」

「一線を越えたら急に素直だな」

「……それじゃ反発したほうがいい？」

「ばーか、違うよ」

　伊吹に肩を引き寄せられ、彼の胸に抱き込まれる。〝ばか〟という言葉にも愛を感じられるから不思議だ。

　伊吹は髪を撫で、そこにキスをした。

「俺が電話しようか？」

「そんなのびっくりしちゃうよ。大丈夫、自分で連絡するから」

　伊吹とふたりで出かけたのは知っているから、君香のアパートに泊まることになったと言っても信じてもらえないだろう。かといって連絡せずにいて、心配性の母が警察にでも届け出たら大変だ。

　ここは正直に伊吹と朝まで一緒にいると伝えたほうがいい。瑠璃はもう高校生でも未成年でもない。二十五歳のいい大人なのだから。

　伊吹に手渡されたミネラルウォーターのキャップを開け、ひと口飲んで意を決す。

　履歴から母のナンバーをタップして、ドキドキしながら耳にあてた。

　母が数コールで出る。

《瑠璃、今どこにいるの？　ご飯は食べたの？》

「あ、うん、ご飯は食べたよ。まだ伊吹くんと一緒にいる」

《そう。あまり遅くならないように帰ってらっしゃい》

「あ、えっとね、お母さん」

　帰宅する前提で話を進められ、今にも切りそうな気配の真紀を慌てて引き留める。気持ちばかり焦って仕方がない。

「今夜はその……伊吹くんと一緒にいるね。明日の朝、帰るから」

　電話の向こうが静かになってしまった。

　今まで泊まるところといったら君香のアパートだけだった。彼氏がいないのは両親も知っていたため、いきなり現れた伊吹と一緒と聞き驚くのも無理はない。

《……それはつまり、鷲見くんと泊まるって……ことなの？》

　探りながら聞き返す真紀から戸惑いが感じられる。

「うん。伊吹くんと泊まるの。……いきなりでごめんね」

　再び沈黙する電話。緊張の糸がピンと突っ張った。

（どうしよう、怒ってるかも……！）

　隣の伊吹からも心配そうな雰囲気が漂ってくる。

《わかった。お父さんにはお母さんからうまく言っておくから》

「ほんと!?　ありがとう、お母さん」

《鷲見くんにちょっと代わってくれる？》

「え？　伊吹くんに？」

　瑠璃の言葉に伊吹が目をまたたかせる。

「……わかった。ちょっと待ってね」

　ひと言断り、伊吹にスマートフォンを差し出す。

「お母さんが話したいって」

　彼の表情が瞬時に真剣なものに切り替わった。

「お電話代わりました。今日ご挨拶をしたばかりなのに突然申し訳ありません。……はい、瑠璃さんとは真剣なお付き合いをさせていただきたく、また改めてお時間を作っていただけないでしょうか」

〝真剣なお付き合い〟の部分に瑠璃の耳が反応する。第三者に向けた言葉だからこそ、いっそう真実味を感じた。

「……はい……はい、もちろんです。承知いたしました。では、失礼いたします」

　通話を終えた伊吹は深く息を吐き出しながら、瑠璃にスマートフォンを返してよこした。

　朝帰りをさせる相手の母親と話すなんて、なかなかないシチュエーションだろう。それも付き合いはじめたその夜だ。

　ちゃっかり体も重ねたあとだけに、瑠璃のほうも罪悪感がまったくないと言ったら嘘になる。

「お母さん、なんて？」

「瑠璃を傷つけるような真似だけはしないでって」

「……お母さんがそんなことを？」

　朝帰りを批判するのではなく、娘の幸せを願う言葉に胸がかすかに熱くなる。

「瑠璃」

　不意に伊吹が瑠璃のほうに体を向けた。

　瑠璃の手からスマートフォンを取ってソファに置き、両手を握る。

「結婚しよう」

　思いがけない言葉に瞼を激しくまたたかせる。

「……結婚？」

　まさかプロポーズされるとは予想もしていない。

「本気？」

「冗談で言えるものじゃない」

「だけど私たち、やっと恋人になったばかりだよ？」

「大切なのは費やした時間より想いの深さじゃないか？　少なくとも俺は、この先瑠璃しかいらないし、瑠璃以外に愛せる人はいない」

　あまりにも嬉しい言葉に胸が震えだす。

「伊吹くんのばかぁ」

　咄嗟に彼に抱きついた。

「オイ、ばかってなんだよ。愛してるに返す言葉がそれかよ」

「違うよ、愛してるって言いたかったの」

「俺にはそう聞こえなかったぞ」

　ぎゅっと抱きしめ返したあと、伊吹が瑠璃を引きはがす。いつものように額をツンと弾き、いたずらっぽく笑った。

　一日のうちに告白からプロポーズまでめまぐるしい展開を迎え、気持ちが追いつかない。溢れた感情を持て余し、自分でもどう処理したらいいのかわからないほどだ。

「伊吹くん、大好き」

　そう言う以外にない。

「俺もだ」

　ふたりで笑い合い、間違いなく世界で一番幸せなキスをした。
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　半年後、トリッパーのシステム全般は、アクセシアにより無事リリースされた。

　ＡＩによる予約サイトや電話応答は、目立ったトラブルもなく順調に推移している。今後もアクセシアとのパートナーシップは続き、さらにより良いシステムへと刷新されていくだろう。

　お昼から戻り、自分のデスクに着くと、向かいから白川が顔を覗かせた。

「今日は朝から機嫌がいいな」

「私はいつでも上機嫌です」

　笑って返すが、輪をかけて調子がいいのは確かだ。白川の観察眼には恐れ入る。

　というのも、伊吹と無事婚約を済ませ、瑠璃の左手薬指にリングが輝いているせいだ。一週間前から伊吹のマンションで一緒に暮らしはじめ、六月に執り行われる結婚式に向けて着々と進んでいる。

　彼の両親は彼がアメリカに渡った直後に離婚したそうだが、結納の席にはふたりとも顔を揃えてくれた。

　君香にも祝福され、これからさらに幸せが待っているのかと思うとワクワクが止まらない。

「ま、藤島さんは元気なのが一番だけどね」

　じつは白川には、伊吹と想いを通わせた翌週に想いを打ち明けられたが、気持ちには応えられないと〝ごめんなさい〟していた。

　白川は『やっぱりそうなったか』と自虐して笑いつつ、『幸せになれよ』とあたたかい言葉をかけてくれた。

　伊吹の元カノだと言っていた慶子はあの後、瑠璃に謝罪を申し入れてきた。悪気はなく、ただただ伊吹を振り向かせたい一心だったのだと何度も謝る彼女を、瑠璃は強く責められなかった。好きならなにをしてもいいというわけではないが、心から詫びている人をそれ以上は断罪できない。

　七年の時を経て動き出した恋は、瑠璃に最上級の幸せをもたらした。
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「しまった、ちょっと遅くなったな」

　仕事を終えて自宅マンションの地下駐車場に車から降り立った伊吹は、腕時計を確認して足を速めた。

　今日は伊吹の三十一回目の誕生日。付き合うようになってから料理を勉強しはじめた瑠璃は、腕をふるうんだと数日前から張り切って準備をしていた。

　今夜は早く帰ってきてねとお願いされていたが、こういう日に限って予定通りにいかない。時計の針は間もなく九時を指し示そうとしている。

　エレベーターを降り、自宅玄関のドアを開ける。いつもならドアの音に気づいて瑠璃がすっ飛んでくるが、今日はスリッパの音が聞こえてこない。

「瑠璃？　ただいま」

　不審に思いながらリビングのドアを開けると、いきなりパンパンパーンと破裂音が鳴り響き、紙吹雪が部屋に舞った。

「伊吹くん、ハッピーバースデー！」

　空になったクラッカーを手にした瑠璃が、伊吹に飛びついてくる。

「驚かさないでくれよ」

「誕生日といえばクラッカーでしょう？」

「そんな話は初耳だ」

「そう？　いつ帰ってくるかなって、ずっとソワソワして待ってた」

　ニコニコと屈託なく笑う無邪気な笑顔に仕事の疲れは吹き飛んでいく。

「遅くなったな。ごめん」

「ううん、会社経営者の妻になるんだもん。予定外に仕事が遅くなるのは想定済み。ドーンとかまえてるから心配しないで」

　頼もしい言葉が心強い。伊吹は瑠璃を引き寄せ、触れるだけのキスをした。

　瑠璃特有の甘い香りが鼻をかすめ、かすかに目眩を覚える。瑠璃の匂いは伊吹にとって媚薬も同然らしい。

「あのね、伊吹くん、ビーフストロガノフを作ってみたの。ちょっと味見してくれる？」

　伊吹の手を引き、瑠璃がキッチンに連れ立つ。ウキウキしているのが足取りからわかり、愛らしさに今すぐ後ろから抱きつきたくなる。

　瑠璃が鍋のふたを開けると、香り豊かな湯気が立つ。くるりとかき混ぜてから小皿によそい、伊吹に差し出した。

　素直に受け取り、口をつける。

「……どう？　おいしい？　まずかったら正直に言ってね」

　不安そうに瞳を揺らし、伊吹の反応を待つ表情のかわいさに胸をくすぐられた。

「おいしいよ」

「ほんと？」

「でも俺はこっちのほうがいい」

　瑠璃の腰を引き寄せ、唇を重ねる。

「んんっ」

　触れるだけで済ませようと思っていたはずなのに、やわらかい感触を堪能しているうちに唇を割りたくなる。瑠璃の顎を指で押さえ、強制的に唇を開かせた。

　わずかにできた隙間から舌を滑り込ませる。すぐさま捕らえた彼女の舌と絡ませ、瑠璃を味わい尽くす。

　抵抗の意思を見せない彼女だったが、伊吹がスカートの裾をたくし上げてヒップラインに手を這わせると、キスを解いて手を押さえた。

「伊吹くん、こんなところでダメ。これからバースデーディナーなんだから」

　下から伊吹を見上げる大きな瞳についいたずら心が芽生える。

「今日は俺の誕生日だ」

「そうだよ。だから腕によりをかけてご馳走を作ったの」

「俺が今一番食べたいのはなんだと思う？」

　瑠璃の目の奥がなにかを察してキラリと光る。

「……私？」

「さすが瑠璃。話が早い」

　これまで何度、エプロン姿に欲情したか彼女はきっと知らないだろう。慣れない料理に挑む横顔を見て、幾度襲いかけたか。

　理性を奮い立たせて抑えてきたが、今日は誕生日。少しくらいのわがままは許されるはずだ。

「ちょっと待って、伊吹くん！　ビーフストロガノフが冷めちゃう！」

「温め直せばいい」

「でもでも」

　スカートを整えようと手を伸ばす。

「どうしても先に料理を食べさせたい瑠璃の気持ちはわかった」

　瑠璃の顔がぱぁっと明るくなる。やっと伝わったかと安堵の色も見えた。

「じゃ、すぐに準備するね」

「まぁ待て。もしも瑠璃のここが濡れてなかったら、先に食事にしよう」

　スカートの上からその部分にタッチする。

「え？　なにそれ。そんなのダメ」

「どうして？　濡れていなければ潔く諦めると言ってるんだ。フェアだろう？」

「全然フェアじゃないよっ」

「つまり、自信がないと？」

　大慌ての瑠璃に確信を掴む。きっと――。

　素早く瑠璃の体を反転させ、スカートの裾をめくり上げた。

「きゃっ、ちょっと待って」

　瑠璃は体をよじって逃げようとしたが、伊吹が先んじる。ショーツの脇から指を滑り込ませた。

「やっ、ダメ！」

　瑠璃が足をきつく閉じたが後の祭り。そこはぬるりとした湿り気を帯び、伊吹の指先をいともたやすく迎え入れたのだ。

「よく濡れてる。キスが気持ちよかった？」

「もうっ、伊吹くんの意地悪。知らない」

　ふいっと背けた頬を上気させているところからも、彼女が感じていたのは明らか。俄然やる気が出てくる。

「瑠璃とキッチンでいつかシたいと思ってた」

「どうして今夜なの？」

　恨めしげな目をした瑠璃が肩越しに伊吹を見る。

「俺の誕生日だから。瑠璃は俺にとってメインディッシュ」

「私は料理じゃありません」

「今夜くらいいいだろ？　俺の望みを叶えてくれ」

　切実な声で訴える。指先に瑠璃の熱を感じたせいで体の中心は高ぶり、解放されるときを待っていた。

「……ちょっとだけだからね？」

「ああ、ちょっとだけ」

　彼女の言う〝ちょっと〟がどの程度なのか知らないが、意見を尊重して同意した。

　瑠璃の了承をようやく得た伊吹はエプロンのリボンを解き、ひと思いにショーツを引き下げる。足首でひとまとめになったそれは、瑠璃が自分で引き抜いた。

　スカートをまくり上げ、丸いヒップを露わにする。とてもいい眺めだ。

　白く艶やかな肌に吸いつきたい衝動に駆られながら割れ目に沿って指を進めていくと、瑠璃の口から堪えたような吐息が漏れた。

　いよいよ到達した泉は、先ほどよりも泥濘が深くなっている。伊吹に触れられる期待がそうさせたのか。くちゅりという音を立て、そのまま指を秘筒に挿入した。

「ぁっ……」

　瑠璃の体がピクリと動き、腰はわずかに震える。ゆっくり抽送をはじめると、感じ入ったような声を漏らし、背中をしならせた。

　一本では飽き足らず、二本挿入しながらある部分でくの字に折り曲げる。

「――っ、伊吹くん、それダメ」

「ダメっていう割に腰が動いてるんだけど？」

　くすっと笑って瑠璃の首筋に顔を埋める。彼女の匂いに目眩を覚え、自身の屹立がさらに重量を増すのを感じた。

　瑠璃の匂いはやはり媚薬だ。

　いったん指を抜き、蜜窟のすぐそばで身をひそめている小さな蕾に触れる。

「あんっ……」

　びくっと腰を揺らし、瑠璃がお尻を後ろに突き出した弾みで、伊吹の下腹部にある塊にぶつかる。

「伊吹くん、今のってもしかして……」

　その感触に気づいた瑠璃がそっと振り返り、照れの滲んだ目で伊吹を見つめる。

「早くこれを瑠璃に埋めたくてたまんない」

　耳元で囁き、耳孔をぺろりと舐める。

「やんっ」

　瑠璃は片方の肩を持ち上げ、くすぐったそうに体をよじった。

「……いいよ」

「え？」

「もうきていいよ。私もその……欲しいから」

　伊吹の視線から逃げるように前を向き、ボソッと呟く。最後に放った破壊力の強い言葉に、さすがの伊吹も胸を射貫かれた。

「そんなかわいいことを言われたら手加減できなくなるぞ」

「伊吹くんの誕生日だから。……それでもいいよ」

　恥じらう声色に、伊吹の理性は完全に崩壊。ベルトを緩めてトラウザーズの前を寛がせボクサーパンツを少し下ろすと、猛々しい逸物がぶるんと勢いよく飛び出した。

　瑠璃といつどこでどうなってもいいように携帯している避妊具を素早く纏わせる。

「そこに手を突いてお尻を出して」

　瑠璃は伊吹の意のままにキッチンカウンターでお尻を突き出した。

　腰を引き寄せ、濡れそぼった秘園に滾った塊を押し当てる。

「ぁっ……」

　そこはすでに伊吹を迎え入れる準備が万端で、ぬぷぬぷとたやすく飲み込んでいく。初めて体を重ねてから半年。伊吹の形を覚えた蜜窟は、挿入とともに恍惚とした快楽を生み出す。気持ちが良すぎて、今すぐがむしゃらに突きたくなる。

　根元まで埋め、伊吹が最後にぐっと腰を押しつけると、瑠璃の唇から堪えきれない嬌声が漏れた。

「伊吹くん、どうしよう……」

「どうしようってなにが？」

「気持ちいいの。……こんな場所なのに」

　キッチンというセックスには不釣り合いな場所が羞恥を煽り、かえって官能を呼び覚ますのかもしれない。瑠璃はとろんとした目で肩越しに伊吹を見つめた。

「ついさっきまで嫌がっていなかったか？」

「伊吹くんって、ほんとに意地悪」

「許せ。もっと気持ちよくしてやるから」

　腰をグラインドさせ、ズンと奥を突く。

「やっ……」

　そこが瑠璃の好きな場所なのはすっかり把握済みだ。

　ゆっくり抽送をはじめながらカットソーをたくし上げ、胸をまさぐる。ブラジャーのカップをずらしてプルンと現れた胸は、伊吹の動きに合わせてたわわに揺れはじめた。

　まだ触れてもいないその先端はすでに硬くしこり、存在を主張している。後背位のため伊吹には見えないが、おそらく赤くいやらしい色を帯びているに違いない。

「ここも触ってほしかっただろ」

　膨らみを揉みしだきながら尖りを爪の先で弾き、くにくにと指先でしごくと、たちまち芯を持つ。

「そんなの……知らない、からぁ……んんっ、ふ……ハァ……」

　ふたりが繋がった部分はくちゅくちゅと淫靡な音を立て、キッチンに似つかわしくない芳醇な香りが満ちていく。あとからあとから溢れる蜜は、瑠璃の腿を伝うほど。ふたりの弾む息と甘い吐息が混ざり合い、激しく体を揺らす。

「あっ、もう……どうにかなっちゃう……っ」

　手を突いていた瑠璃だったが、力が入らなくなったのかカウンターに突っ伏して伊吹の律動を受け止めている。空いているもういっぽうの手を下腹部へ伸ばし、茂みを抜けてコリコリに硬くなった蕾を摘まんだ。

「あああっ」

　瞬間背中が弓なりになり、瑠璃の膣襞が伊吹を締めつける。

「――っく」

　包み込まれる、この密着感がたまらない。堪えきれずに切実な声が漏れた。

「それ、ダメっ」

「……ダメって、気持ちがいいから締めつけたんだろ？」

　抽送の手を緩めず、瑠璃の体を揺らし続ける。肌と肌がぶつかる乾いた音と、湿り気を含んだ淫靡な音がキッチンに響き、脳髄まで痺れさせる。

　それはたぶん伊吹だけではないはずだ。いやいやをするように瑠璃も髪を振り乱し、やわらかく白い肌は桜色に染まっている。体だけでなく頭の中も犯されている気分だろう。

「締めつけ……てなんか、ない……ぁ、ハァ……」

　乱れた髪の隙間から陶酔しきった横顔が見え、伊吹を焚きつけた。

「ほらっ、もっと感じて……」

「そんな……もう無理、だか……らっ……ねぇ、キスして。……キスしたい」

　瑠璃はカウンターに突っ伏していた上体を起こし、不自由な体勢ながらも振り返った。半開きになった唇は艶めき、途切れることのない吐息が断続的に漏れる。

　伊吹は瑠璃の顎に手を添え、その唇に貪りついた。

　下顎から頬を伝い、上顎まで舌で嘗め回して口腔内を荒らし、すぐに捕らえた彼女の舌を激しく吸う。どちらのものともつかない唾液が、ふたりの唇の間から零れ落ちていく。

　時折角度を変えながら彼女の奥を突き、敏感な花芽や胸の尖端をいたぶると、いよいよ瑠璃の嬌声がかすれはじめた。

「……いぶ、き……く、もうダメっ、ハァ……ぁっ、我慢できな……っ」

　キスが解け、ふたりの唇を繋ぐ金糸がライトに煌めく。

「ああっ、ほんとに……っふ、く……ぅ、ぁ、ハァ……んんっ……」

「いいよ……イこう……」

　素直に感じる瑠璃が愛しくてたまらない。伊吹も瑠璃の体に屈服状態。もはや我慢の域を超えていた。

　伊吹の動きに合わせて瑠璃の腰が弾む。胸の膨らみもふるふると揺れていた。

　スピードを徐々に上げ、ふたり一緒に頂点を目指す。上へ上へ、さらにもっと高く――。

　悦楽の波は思った以上に大きい。

　先に限界を迎えたのは瑠璃だった。

「あ、あ、っああ、イク……イッちゃうのー……あああああああ――」

　切れ切れの声と吐息を混ぜ合わせ、体が一瞬強張った次の瞬間、ガクガクと震えて下肢が痙攣したようになる。

　伊吹の限界点もそのすぐあとだった。

「――っ」

　瑠璃の最奥を強く突き、力を漲らせた強直から白い飛沫をほとばしらせる。ドクドクと脈を打ちながら、薄い皮膜の中に存分に吐き出した。

　カウンターに体を預けた瑠璃を起こして抱き寄せる。脱力した瑠璃はまだ体を震わせ、無我の境地にいる様子だ。

　再会したこの半年で伊吹が思い知ったのは、瑠璃とひとつになる以上の幸せはないということである。

　叶うなら、彼女とずっとこうして繋がっていたい。

　そんな相手と出会い、何年もの時を経て再会できた奇跡に心から感謝する。

「瑠璃、俺と出会ってくれてありがとう」

「やだ、いきなりどうしたの？」

「瑠璃に出会えて本当によかったって、ちょっと感傷的な気持ちになってる」

「こんな状況なのに」

　クスクスと笑った瑠璃の肩が揺れる。

　たしかに獣じみた行為のすぐあとのセリフにしては青臭い。

「そうだな。でも心からそう思うよ」

「私も伊吹くんに出会えて、こうしてまた再会できてうれしい。私のほうこそありがとう」

　瑠璃が伊吹に頬を寄せる。上気した顔は少しだけ照れが滲み、それがまたかわいい。

「愛してるよ、伊吹くん」

　瑠璃の甘い声が、放熱したばかりの雄身に力を与える。ムクムクと重量と硬さが増してきた。

「伊吹くん、まさかと思うけど……」

　瑠璃も察知したらしい。

「そのまさか」

「伊吹くんのエッチ」

「あのな、好きな子に愛してるってかわいく言われたら、そうなって当然だろ」

　いったん引き抜き、役目を終えた避妊具を外す。新たなものを取り出し、包みを口で引き裂いた。

「ちょっと待って、さっきちょっとだけって言ったのに」

「そのつもりだったけど、こんな状態じゃ食事どころじゃない」

「そんなっ」

　服の乱れをなおそうとしていた瑠璃を再度引き寄せる。

「瑠璃がかわいいからいけないんだ」

「言いがかりだよー。料理が冷めちゃう」

「食事は俺の熱を冷ましてからにしよう」

　言いくるめてキスをすると、抵抗姿勢は露となり消えていく。瑠璃は「それならここじゃなくてベッドがいい」と伊吹にねだった。

「じゃあそうしよう。そのかわりちょっとじゃ済まなくなるけどいいか？」

「せめて伊吹くんの誕生日が終わらないうちにしてね」

「できる限りそうしよう」

　瑠璃を抱き上げ、ベッドルームへ急いだ。







ＥＮＤ










著者紹介




紅　カオル（くれない・かおる）


活字と妄想がなによりの好物。本業の傍ら執筆に励む。

２０１６年「立花課長は今日も不機嫌」で出版デビューし、現在に至る。








Copyright © 2022 Kaoru Kurenai All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		プロローグ



		七年越しの再会がもたらした一夜の過ち



		はじまりの予感が終わりへと変わるとき



		痛みに胸を焦がして



		約束の場所と叶った願い



		エピローグ

















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg
7] W)

£

| \





item/image/002.jpg
N 7// W
Wil






item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





